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郡元キャンパスの中心部に位置する「ふれあい通り」。卒業式の後の進取の気風広場は、
たくさんの晴れ着姿の学生でにぎわい、期待と不安を胸にこれからの活躍を誓い合う姿が
見られます。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「ふれあい通り」

Instagramでも情報発信中！
kagoshima_univ.koho

＊本誌デザイン基本色には、鹿児島大学が開発した
「かごんまの色®」を使用しています。

　
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
は

5
0
〜
２
０
０
m
ま
で
、
ク
ロ
ー
ル
は

5
0
〜
１
５
０
０
m
ま
で
の
距
離
を
泳

ぎ
、
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　
普
段
の
練
習
で
、
レ
ー
ス
に
向
け
て

ス
ピ
ー
ド
や
持
久
力
を
高
め
る
努
力
を

し
た
こ
と
や
逆
に
怠
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
精
神
状
態
ま
で
も
が
、
レ
ー
ス
本
番

で
１
０
０
分
の
１
秒
ま
で
タ
イ
ム
と
し

て
表
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
週
に
５
回
練
習
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
１
回
は
陸
上
で
、
４
回
は
水
中
で

行
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
で
は
泳
ぐ
の
に

必
要
な
筋
肉
を
鍛
え
、
水
中
で
は
ス

ピ
ー
ド
や
持
久
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

部 員 数：20名［男12名・女8名］

活動場所：鹿児島大学プール・鴨池公園水泳プール

活動日時：18：00～20：00［月 火 木 金］
9：00～11：00［土］

DATA ※2023年10/7 時点

SNS & CONTACT

お問合せ・入部希望等はこちらから
Instagram　鹿児島大学水泳部

Q
水
泳
競
技
と
は
？

Q
水
泳
部
の
魅
力
は
？

Q
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

水泳部を動
画でご紹介

!!
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だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
規
模
を
誇

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鹿
児
島
大
学
、

山
口
大
学
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
畜
産

獣
医
学
部
の
学
生
や
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

を
希
望
す
る
獣
医
師
、
畜
産
技
術
者
の

方
々
を
受
け
入
れ
な
が
ら
実
践
的
獣
医

学
教
育
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
講
義

室
に
は
双
方
向
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
が
設

置
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
財
部
に
い
な
が
ら

鹿
児
島
大
学
や
山
口
大
学
の
授
業
を
受

け
ら
れ
、
そ
の
場
で
質
疑
や
討
論
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

鹿
児
島
県
の
農
業
産
出
量
は
北
海
道

に
次
い
で
全
国
２
位
で
す
が
、
そ
の
64
％

は
畜
産
業
が
占
め
て
い
ま
す
。
S
K
L
V

が
開
設
さ
れ
る
曽
於
市
は
鹿
児
島
県
の

中
で
も
特
に
畜
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
、

農
業
産
出
額
日
本一の
宮
崎
県
都
城
市
の

隣
接
地
で
も
あ
り
、
肉
用
牛
・
豚
・
鶏

の
畜
産
生
産
額
で
全
国
屈
指
の
市
町
村

を
巻
き
込
ん
だ
産
学
官
連
携
に
よ
る
畜

産
獣
医
学
教
育
研
究
拠
点
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
畜
産
地

域
で
、
畜
産
農
家
の
高
齢
化
お
よ
び
後

継
者
不
足
、
若
者
世
代
の
流
出
に
よ
る

人
口
減
と
いっ
た
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
S
K
L
V
は
、
地
域
畜
産
業
を

担
う
人
材
育
成
だ
け
で
な
く
、
曽
於
市

の
新
た
な
産
業
や
雇
用
の
創
出
、
体
験

型
修
学
旅
行
や
遠
足
の
誘
致
、
教
職
員

や
研
修
生
に
よ
る
新
た
な
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
で

き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
財
部
高
校
跡
地
に
開
設
す
る
南

九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点
（
S
K
L
V
）は
、

鹿
児
島
大
学
の
獣
医
学
の
長
い
歴
史
の
末

に
、
多
く
の
方
の
支
援
と
連
携
を
経
て
実

現
し
た
事
業
で
す
。
2
0
1
2
年
、
共
同

獣
医
学
部
の
設
置
に
伴
い
、
鹿
児
島
大
学

と
山
口
大
学
で
は
両
大
学
が
持
つ
教
育
資

源
と
人
材
、
設
備
を
共
用
し
、
多
様
化
す

る
獣
医
師への
要
求
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
と
世
界
水
準
を
目
指
し
た
獣
医
学
教

育
の
充
実
を
図
って
き
ま
し
た
。
２
０
１
７

年
、
国
際
実
験
動
物
ケ
ア
評
価
認
証
協
会

（
A
A
A
L
A
C International

）
の
認

証
を
取
得
し
、
2
0
1
9
年
に
は
、
日
本

お
よ
び
ア
ジ
ア
で
初
め
て
欧
州
獣
医
学
教
育

機
関
協
会
（
E
A
E
V
E
）
の
認
証
を
取

得
し
てい
ま
す
。
そ
の
際
、
E
A
E
V
E
か

ら
両
校
の
教
育
研
究
施
設
や
特
性
を
共
有

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
強
化
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。畜

産
業
界
が
日
本
の
農
業
の
基
幹
的

部
門
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
中
、
日
本
の
獣

医
学
部
系
の
大
学
で
は
、
牛
、
豚
、
鶏

な
ど
の
産
業
動
物
や
馬
の
実
習
先
不
足

と
い
う
課
題
を
抱
え
て
き
ま
し
た
。
獣
医

系
大
学
に
お
け
る
教
育
改
善
・
充
実
の

進
捗
状
況
調
査
で
は
、
産
業
動
物
の
臨

床
教
育
に
つ
い
て
教
員
組
織
や
施
設
の
不

足
が
指
摘
さ
れ
、ま
た
、畜
産
業
界
で
は
、

産
業
動
物
の
獣
医
療
を
行
う
獣
医
師
の

確
保
が
地
域
に
よ
っ
て
は
極
め
て
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

共
同
獣
医
学
部
で
は
、
入
来
牧
場
や

大
隅
産
業
動
物
診
療
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
附
属
施
設
に
て
家
畜
の
研
究
・
実
習

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
S
K
L
V
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
産
業
動
物
の
参

加
型
臨
床
実
習
の
場
が
さ
ら
に
充
実
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
馬
の
実
習

が
で
き
る
国
立
大
学
の
施
設
は
他
に
例
が

な
く
、
産
業
動
物
の
実
習
施
設
と
し
て

は
、
他
大
学
の
追
随
は
お
そ
ら
く
難
し
い

　共同獣医学部附属南九州畜産
獣医学教育研究センターは、全
国の獣医学系の大学が抱える、
産業動物の獣医学教育の実習先
不足という課題を解決するため
に整備されました。さらに、産学
官の連携による新たな畜産技術
の開発を進め、全国へ発信して
いく先導的な役割も求められて
ます。EAEVEなど国際的な獣医
学教育認証機関の認証を取得す
るには世界基準の教育施設、教
育プログラムが必要です。今回、

非常に充実した施設が整備されましたので、魅力あるプログラ
ムを用意し、多くの学生に来ていただきたいと願っています。

特集 旧財部高等学校跡地を日本最大の畜産獣医学教育研究拠点に

旧
財
部
高
等
学
校
跡
地
を

日
本
最
大
の
畜
産
獣
医
学
教
育
研
究
拠
点
に

特
集

旧
県
立
財
部
高
等
学
校
の
跡
地
、
お
よ
そ
４
万
２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
利
用
し
た
「
南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
（
通
称
S
K
L
V
＝
ス
ク
ラ
ブ
）」
が
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
全
国
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
、
実
践
的
畜
産
獣
医

学
の
教
育
・
研
究
を
行
う
予
定
だ
。
旧
校
舎
部
分
に
は
講
義
室
の
ほ
か
宿
泊
室
や
地
方
創
生
エ
リ
ア
も
設
け
ら
れ
、
交
流

人
口
創
出
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

共同獣医学部附属
南九州畜産獣医学
教育研究センター
センター長

宮本 篤 教授

共同獣医学部長

三角 一浩

南九州畜産獣医学拠点ができること

畜産農家を取り巻く課題

「先端技術の習
得の場」の提供

「飼養技術の学
びの場」の提供

家畜の疾病予
防・治療

畜産関係者へ防
疫・衛生管理の
技術的指導

国際的な獣医師
の育成・輩出

産業動物獣医師
の体験学習を通
じた将来の人材
確保

国際基準の生産
工程管理の知識
と技術習得

省力化
現在の労働力で
多頭化に対応

01
安全性

消費者の食の安
心・安全意識の
高まり

02
獣医師不足
産業動物獣医師
数は獣医師全体
の約1割と少な
く慢性的に不足

03
海外輸出
国内市場の縮小
にともない海外
輸出を見据えた
生産行程管理

04

AAALAC International （国際実験動物ケア評価認証協会）
動物のケアと使用に関するプログラムの認証、評価を行う民間の非
営利団体であり、医学や科学目的で使用される動物の人道的な取
扱いを推進し、動物実験の妥当性を評価する唯一の国際認証機関
です。鹿児島大学共同獣医学部の附属動物施設は、2017年6月か
らAAALAC International認証を取得しています。

EAEVE （欧州獣医学教育機関協会）
AVMA-COE（米国獣医師会教育審議会）と並ぶ国際的な獣医学教
育認証機関。獣医学教育の質と水準の保証とその向上を目的として、
1卒業する獣医師の質と提供する獣医療サービスを信頼できること
2学生の受ける教育が一定の水準に到達していること
3教育カリキュラムや施設設備が定められた基準に合致していること
について公的な外部評価機関として品質保証を行います。鹿児島大
学共同獣医学部は、2019年6月から日本およびアジアで初めて
EAEVE認証を取得しています（有効期間は7年間）。
※本学の共同獣医学部を卒業すると、英国の獣医師資格認定試験
が免除されます。

SKLV上空より霧島連山を望む
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進
捗
状
況
調
査
で
は
、
産
業
動
物
の
臨

床
教
育
に
つ
い
て
教
員
組
織
や
施
設
の
不

足
が
指
摘
さ
れ
、ま
た
、畜
産
業
界
で
は
、

産
業
動
物
の
獣
医
療
を
行
う
獣
医
師
の

確
保
が
地
域
に
よ
っ
て
は
極
め
て
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

共
同
獣
医
学
部
で
は
、
入
来
牧
場
や

大
隅
産
業
動
物
診
療
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
附
属
施
設
に
て
家
畜
の
研
究
・
実
習

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
S
K
L
V
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
産
業
動
物
の
参

加
型
臨
床
実
習
の
場
が
さ
ら
に
充
実
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
馬
の
実
習

が
で
き
る
国
立
大
学
の
施
設
は
他
に
例
が

な
く
、
産
業
動
物
の
実
習
施
設
と
し
て

は
、
他
大
学
の
追
随
は
お
そ
ら
く
難
し
い

　共同獣医学部附属南九州畜産
獣医学教育研究センターは、全
国の獣医学系の大学が抱える、
産業動物の獣医学教育の実習先
不足という課題を解決するため
に整備されました。さらに、産学
官の連携による新たな畜産技術
の開発を進め、全国へ発信して
いく先導的な役割も求められて
ます。EAEVEなど国際的な獣医
学教育認証機関の認証を取得す
るには世界基準の教育施設、教
育プログラムが必要です。今回、

非常に充実した施設が整備されましたので、魅力あるプログラ
ムを用意し、多くの学生に来ていただきたいと願っています。

特集 旧財部高等学校跡地を日本最大の畜産獣医学教育研究拠点に

旧
財
部
高
等
学
校
跡
地
を

日
本
最
大
の
畜
産
獣
医
学
教
育
研
究
拠
点
に

特
集

旧
県
立
財
部
高
等
学
校
の
跡
地
、
お
よ
そ
４
万
２
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
を
利
用
し
た
「
南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
（
通
称
S
K
L
V
＝
ス
ク
ラ
ブ
）」
が
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。
全
国
か
ら
学
生
を
受
け
入
れ
、
実
践
的
畜
産
獣
医

学
の
教
育
・
研
究
を
行
う
予
定
だ
。
旧
校
舎
部
分
に
は
講
義
室
の
ほ
か
宿
泊
室
や
地
方
創
生
エ
リ
ア
も
設
け
ら
れ
、
交
流

人
口
創
出
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

共同獣医学部附属
南九州畜産獣医学
教育研究センター
センター長

宮本 篤 教授

共同獣医学部長

三角 一浩

南九州畜産獣医学拠点ができること

畜産農家を取り巻く課題

「先端技術の習
得の場」の提供

「飼養技術の学
びの場」の提供

家畜の疾病予
防・治療

畜産関係者へ防
疫・衛生管理の
技術的指導

国際的な獣医師
の育成・輩出

産業動物獣医師
の体験学習を通
じた将来の人材
確保

国際基準の生産
工程管理の知識
と技術習得

省力化
現在の労働力で
多頭化に対応

01
安全性

消費者の食の安
心・安全意識の
高まり

02
獣医師不足
産業動物獣医師
数は獣医師全体
の約1割と少な
く慢性的に不足

03
海外輸出
国内市場の縮小
にともない海外
輸出を見据えた
生産行程管理

04

AAALAC International （国際実験動物ケア評価認証協会）
動物のケアと使用に関するプログラムの認証、評価を行う民間の非
営利団体であり、医学や科学目的で使用される動物の人道的な取
扱いを推進し、動物実験の妥当性を評価する唯一の国際認証機関
です。鹿児島大学共同獣医学部の附属動物施設は、2017年6月か
らAAALAC International認証を取得しています。

EAEVE （欧州獣医学教育機関協会）
AVMA-COE（米国獣医師会教育審議会）と並ぶ国際的な獣医学教
育認証機関。獣医学教育の質と水準の保証とその向上を目的として、
1卒業する獣医師の質と提供する獣医療サービスを信頼できること
2学生の受ける教育が一定の水準に到達していること
3教育カリキュラムや施設設備が定められた基準に合致していること
について公的な外部評価機関として品質保証を行います。鹿児島大
学共同獣医学部は、2019年6月から日本およびアジアで初めて
EAEVE認証を取得しています（有効期間は7年間）。
※本学の共同獣医学部を卒業すると、英国の獣医師資格認定試験
が免除されます。

SKLV上空より霧島連山を望む
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
な
ど
家
畜

の
悪
性
伝
染
病
を
防
ぐ
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
施
設
も
目
指
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

畜
産
農
場
な
ど
で
は
皆
さ
ん
防
疫
の
た

め
の
消
毒
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
果
的

な
消
毒
方
法
は
ど
う
いっ
た
も
の
な
の
か

を
実
際
に
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
日
常

の
習
慣
に
落
と
し
込
む
と
い
う
こ
と
を
コ

ア
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お

か
つ
、
海
外
の
知
見
を
利
用
し
た
り
、
現

場
の
方
々
か
ら
の
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た

だ
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
病

気
が
広
が
る
の
か
、
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば

病
気
の
侵
入
が
抑
え
ら
れ
る
の
か
の
研
究

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

畜
産
農
家
の
方
は
経
営
的
な
観
点
か

ら
家
畜
の
体
重
の
変
化
な
ど
、
日
々
さ

ま
ざ
ま
な
記
録
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記

録
を
よ
り
詳
細
に
デ
ー
タ
解
析
す
る
こ
と

で
生
産
性
の
向
上
や
病
気
の
予
防
に
つ
な

げ
て
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
定
の

地
域
に
お
け
る
風
土
病
の
よ
う
な
固
有
の

伝
染
病
に
つ
い
て
も
、
畜
産
農
家
の
皆
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
経
験
値
で
対
処
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
を
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

飼
養
頭
数
が
日
本一の
鹿
児
島
県
は
飼

養
密
度
が
高
く
、
そ
の
た
め
病
気
が
伝

播
し
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
ど
う
や
っ
て
防
い
で
い
く
か
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
非
常
に
重
要
と
な
る

学
問
で
す
。
畜
産
地
域
の
真
ん
中
に
あ

る
と
い
う
立
地
の
利
点
を
最
大
限
に
活
か

し
、教
室
で
の
座
学
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

皆
さ
ん
か
ら
頼
ら
れ
る
拠
点
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
、
産
業
動
物
の
動
物
衛
生

部
門
も
し
く
は
臨
床
部
門
を
含
め
、
多

く
の
大
学
で
学
生
た
ち
が
参
加
型
臨
床

実
習
を
行
え
る
場
は
十
分
と
は
い
え
な
い

状
況
で
し
た
。
学
生
全
員
が
動
物
に
触

れ
な
が
ら
実
習
で
き
る
環
境
と
い
う
の
は

非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し

S
K
L
V
で
は
、
施
設
内
の
鶏
と
牛
、

そ
し
て
豚
に
関
し
て
は
曽
於
市
内
の
養
豚

場
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
生

一
人
ひ
と
り
が
実
際
に
採

血
や
検
査
な
ど
の
実
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　馬
エ
リ
ア
に
は
20
頭
規

模
の
廐
舎
が
新
築
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
馬
の
実

習
が
で
き
る
施
設
が
少
な

く
、
馬
を
診
ら
れ
る
獣
医

師
も
あ
ま
り
多
く
は
な
い

の
で
す
が
、
S
K
L
V
に

は
馬
の
専
門
の
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃい
ま
す
。
そ
れ
も

大
き
な
強
み
で
す
。
馬
に

親
し
ん
で
も
ら
う
触
れ
合

い
の
場
と
し
て
の
役
割
も

あ
り
、
引
退
し
た
競
走
馬

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
創

出
、
乗
馬
体
験
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療

関
連
機
関
と
連
携
し
、
乗
馬
や
馬
の
世

話
を
通
じ
て
精
神
機
能
と
運
動
機
能
を

向
上
さ
せ
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
ホ
ー
ス

セ
ラ
ピ
ー
に
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
滞

在
型
施
設
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
、
月

曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
５
日
間
コ
ー
ス
、

あ
る
い
は
２
週
間
コ
ー
ス
な
ど
い
く
つ
か
の

パ
タ
ー
ン
に
対
応
で
き
る
枠
組
み
を
検
討

中
で
す
。
滞
在
中
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え

ば
分
娩
の
実
習
も
で
き
る
の
で
、そ
う
いっ

た
ケ
ー
ス
も
想
定
し
て
い
ま
す
。
お
産
と

い
う
の
は
な
か
な
か
時
間
の
予
測
が
難
し

い
自
然
現
象
で
す
か
ら
、
滞
在
で
き
る
施

設
な
ら
で
は
の
貴
重
な
実
習
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

S
K
L
V
は
、
実
習
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
、動
物
衛
生
の
教
育
の
場
と
し
て
、

お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
大
学
の
実
習

施
設
は
大
学
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
す
が
、
S
K
L
V
で
は
牛
と

馬
の
飼
育
を
そ
れ
ぞ
れ
経
済
連
と
カ
ナ

ディ
ア
ン
キ
ャン
プ
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
基
本
的
に
、
き
ち
ん
と
利

益
の
追
求
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
学
生
た
ち
は
超
一
流
の
畜
産
農
家
、

馬
の
飼
育
者
か
ら
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
大
学
で
は
短

期
間
で
し
か
行
え
な
い
よ
う
な
臨
床
実
習

も
、
時
間
を
か
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
す
。
鹿
児
島
大
学
だ
け
で
は
な

く
全
国
の
学
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
国
際

水
準
の
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
で
日
本

全
体
の
獣
医
師
の
レ
ベル
が
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
広
が
っ
て
い
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フェ
ア
の
考
え
方
は
、
近
年
日
本
で
も
理

解
が
深
ま
り
、
S
K
L
V
で
の
飼
育
環

境
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。一つ
に

は
牛
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
ら
な
い
広
さ
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
益
追
求

と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、一つ
の
牛
舎
で
な

る
べ
く
多
く
の
牛
を
飼
育
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
過
密
を
避
け
る
こ
と
で
牛
の
快

適
性
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
エ

や
ア
ブ
、
蚊
な
ど
、
病
気
を
媒
介
す
る

害
虫
を
防
ぐ
た
め
の
気
流
を
発
生
さ
せ

る
フ
ァ
ン
を
牛
舎
の
壁
に
取
り
付
け
ま
し

た
。
夏
場
の
牛
を
見
て
い
る
と
、
虫
を
追

い
払
う
た
め
に一日
中
尻
尾
を
振
っ
て
、
か

な
り
の
労
力
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

牛
舎
で
は
秒
速
３
メ
ー
ト
ル
の
風
が
流
れ

て
い
る
の
で
、
虫
が
牛
に
止
ま
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
牛
の
糞
尿
か
ら

発
生
す
る
有
害
な
物
質
や
臭
い
も
排
出

さ
れ
る
の
で
、
牛
に
と
っ
て
も
、
そ
こ
で

働
く
人
に
と
っ
て
も
快
適
な
環
境
と
な
る

の
で
す
。

馬
は
、
1
頭

ず
つ
の
個
別
飼

育
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
馬
房
の

裏
に
は
馬
同
士

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
パ

ド
ッ
ク
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ

れ
も
日
本
に
は

数
カ
所
し
か
な

い
非
常
に
珍
し

い
設
備
で
す
。

S
K
L
V
で
は
、
鶏
が
実
際
に
飼
育

さ
れ
て
い
る
様
子
を
学
生
に
見
て
も
ら
う

こ
と
が
、一
番
重
要
な
部
分
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
非
常
に
大
き
く
、
養
鶏
を
さ

れ
て
い
る
農
家
で
は
感
染
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
た
め
に
外
部
の
人
間
の
立
ち
入
り
を

制
限
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
生
の
実

習
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
養
鶏
場
が
ほ
と

ん
ど
な
い
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
、
鶏
の
飼

育
現
場
を
知
ら
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
し
ま

う
学
生
た
ち
が
少
な
く
な
かっ
た
の
で
す
。

獣
医
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
、

犬
や
猫
な
ど
伴
侶
動
物
の
獣
医
師
、
あ

る
い
は
公
務
員
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

畜
産
動
物
獣
医
師
の
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
畜
産
動
物
に

触
れ
る
機
会
が
な
け
れ
ば
、
職
業
と
し
て

の
選
択
肢
に
入
る
可
能
性
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
の

実
習
を
き
っ
か
け
に
、
家
畜
の
獣
医
療
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
産
業
動
物
獣
医

師
の
道
に
進
む
学
生
が
一
人
で
も
多
く

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
施
設
が
で

き
た
こ
と
に
よ
る
将
来
の
大
き
な
展
望
の

一つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鶏
エ
リ
ア
は
、
完
全
に
大
学
が
管
理

し
て
い
る
施
設
な
の
で
、
鶏
舎
そ
の
も
の

が
研
究
要
素
の
強
い
造
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
天
井
に
は
鶏
の
様
子
を
観
察
で
き

る
約
50
台
の
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
ま
し

た
。
そ
の
画
像
か
ら
鶏
の
体
重
や
活
動

量
を
１
羽
ず
つ
計
測
で
き
る
の
で
、
例
え

ば
感
染
症
に
よ
っ
て
鶏
の
動
き
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
活
動
量
の
変
化

を
瞬
時
に
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い

設
備
で
す
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
し
て
も
、

ま
ず
は
、
鶏
が
ど
ん
な
と
き
に
快
適
さ

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
の
か
の
デ
ー
タ
を

集
め
、
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フェ
ア
は
欧
州

で
生
ま
れ
た
概
念
な
の
で
、
日
本
の
生
産

体
制
に
適
し
た
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フェ
ア
の

形
を
今
ま
さ
に
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

最
中
で
す
。

特集 旧財部高等学校跡地を日本最大の畜産獣医学教育研究拠点に

末吉 益雄
特任教授

帆保 誠二
教授

伊藤 聡
特任助教

安藤 貴朗
特任教授

山下 紀幸
特任助教

興梠 和良
事務補佐員

畜
産
業
界
の
現
場
か
ら

頼
ら
れ
る
施
設
を
目
指
す

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
に

小澤 真
准教授

産
業
動
物
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要

アニマルウェルフェア
（動物福祉）
国際獣疫事務局（WOAH）によって
「動物の生活と死に関わる環境と関
連する動物の身体的・心的状態」と
定義され、家畜動物の生活の権利と
して、「飢え、栄養不良および渇きか
らの自由」「恐怖や抑圧からの自由」
「身体的・温度の不快からの自由」
「痛み・傷害・病気からの自由」「正常
な行動を発現する自由」の５つの自
由の実現を基本原則としている。

堆肥舎
鶏舎治療牛舎

廐舎
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口
蹄
疫
な
ど
家
畜

の
悪
性
伝
染
病
を
防
ぐ
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
施
設
も
目
指
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

畜
産
農
場
な
ど
で
は
皆
さ
ん
防
疫
の
た

め
の
消
毒
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
効
果
的

な
消
毒
方
法
は
ど
う
いっ
た
も
の
な
の
か

を
実
際
に
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
日
常

の
習
慣
に
落
と
し
込
む
と
い
う
こ
と
を
コ

ア
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お

か
つ
、
海
外
の
知
見
を
利
用
し
た
り
、
現

場
の
方
々
か
ら
の
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た

だ
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
病

気
が
広
が
る
の
か
、
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば

病
気
の
侵
入
が
抑
え
ら
れ
る
の
か
の
研
究

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

畜
産
農
家
の
方
は
経
営
的
な
観
点
か

ら
家
畜
の
体
重
の
変
化
な
ど
、
日
々
さ

ま
ざ
ま
な
記
録
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記

録
を
よ
り
詳
細
に
デ
ー
タ
解
析
す
る
こ
と

で
生
産
性
の
向
上
や
病
気
の
予
防
に
つ
な

げ
て
い
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
定
の

地
域
に
お
け
る
風
土
病
の
よ
う
な
固
有
の

伝
染
病
に
つ
い
て
も
、
畜
産
農
家
の
皆
さ

ん
が
こ
れ
ま
で
経
験
値
で
対
処
さ
れ
て
い

た
と
こ
ろ
を
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

飼
養
頭
数
が
日
本一の
鹿
児
島
県
は
飼

養
密
度
が
高
く
、
そ
の
た
め
病
気
が
伝

播
し
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
を
ど
う
や
っ
て
防
い
で
い
く
か
と
い
う

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
非
常
に
重
要
と
な
る

学
問
で
す
。
畜
産
地
域
の
真
ん
中
に
あ

る
と
い
う
立
地
の
利
点
を
最
大
限
に
活
か

し
、教
室
で
の
座
学
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

皆
さ
ん
か
ら
頼
ら
れ
る
拠
点
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
、
産
業
動
物
の
動
物
衛
生

部
門
も
し
く
は
臨
床
部
門
を
含
め
、
多

く
の
大
学
で
学
生
た
ち
が
参
加
型
臨
床

実
習
を
行
え
る
場
は
十
分
と
は
い
え
な
い

状
況
で
し
た
。
学
生
全
員
が
動
物
に
触

れ
な
が
ら
実
習
で
き
る
環
境
と
い
う
の
は

非
常
に
限
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し

S
K
L
V
で
は
、
施
設
内
の
鶏
と
牛
、

そ
し
て
豚
に
関
し
て
は
曽
於
市
内
の
養
豚

場
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
生

一
人
ひ
と
り
が
実
際
に
採

血
や
検
査
な
ど
の
実
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　馬
エ
リ
ア
に
は
20
頭
規

模
の
廐
舎
が
新
築
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
で
は
馬
の
実

習
が
で
き
る
施
設
が
少
な

く
、
馬
を
診
ら
れ
る
獣
医

師
も
あ
ま
り
多
く
は
な
い

の
で
す
が
、
S
K
L
V
に

は
馬
の
専
門
の
先
生
も
い

ら
っ
し
ゃい
ま
す
。
そ
れ
も

大
き
な
強
み
で
す
。
馬
に

親
し
ん
で
も
ら
う
触
れ
合

い
の
場
と
し
て
の
役
割
も

あ
り
、
引
退
し
た
競
走
馬

の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
創

出
、
乗
馬
体
験
に
よ
る
交
流
人
口
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療

関
連
機
関
と
連
携
し
、
乗
馬
や
馬
の
世

話
を
通
じ
て
精
神
機
能
と
運
動
機
能
を

向
上
さ
せ
、
社
会
復
帰
を
目
指
す
ホ
ー
ス

セ
ラ
ピ
ー
に
も
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
滞

在
型
施
設
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
、
月

曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
５
日
間
コ
ー
ス
、

あ
る
い
は
２
週
間
コ
ー
ス
な
ど
い
く
つ
か
の

パ
タ
ー
ン
に
対
応
で
き
る
枠
組
み
を
検
討

中
で
す
。
滞
在
中
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え

ば
分
娩
の
実
習
も
で
き
る
の
で
、そ
う
いっ

た
ケ
ー
ス
も
想
定
し
て
い
ま
す
。
お
産
と

い
う
の
は
な
か
な
か
時
間
の
予
測
が
難
し

い
自
然
現
象
で
す
か
ら
、
滞
在
で
き
る
施

設
な
ら
で
は
の
貴
重
な
実
習
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

S
K
L
V
は
、
実
習
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
、動
物
衛
生
の
教
育
の
場
と
し
て
、

お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
の
大
学
の
実
習

施
設
は
大
学
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

と
思
う
の
で
す
が
、
S
K
L
V
で
は
牛
と

馬
の
飼
育
を
そ
れ
ぞ
れ
経
済
連
と
カ
ナ

ディ
ア
ン
キ
ャン
プ
乗
馬
ク
ラ
ブ
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
基
本
的
に
、
き
ち
ん
と
利

益
の
追
求
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
学
生
た
ち
は
超
一
流
の
畜
産
農
家
、

馬
の
飼
育
者
か
ら
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
大
学
で
は
短

期
間
で
し
か
行
え
な
い
よ
う
な
臨
床
実
習

も
、
時
間
を
か
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
す
。
鹿
児
島
大
学
だ
け
で
は
な

く
全
国
の
学
生
に
来
て
い
た
だ
き
、
国
際

水
準
の
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
で
日
本

全
体
の
獣
医
師
の
レ
ベル
が
向
上
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
広
が
っ
て
い
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フェ
ア
の
考
え
方
は
、
近
年
日
本
で
も
理

解
が
深
ま
り
、
S
K
L
V
で
の
飼
育
環

境
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。一つ
に

は
牛
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
ら
な
い
広
さ
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
益
追
求

と
い
う
面
か
ら
い
え
ば
、一つ
の
牛
舎
で
な

る
べ
く
多
く
の
牛
を
飼
育
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
過
密
を
避
け
る
こ
と
で
牛
の
快

適
性
を
優
先
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
エ

や
ア
ブ
、
蚊
な
ど
、
病
気
を
媒
介
す
る

害
虫
を
防
ぐ
た
め
の
気
流
を
発
生
さ
せ

る
フ
ァ
ン
を
牛
舎
の
壁
に
取
り
付
け
ま
し

た
。
夏
場
の
牛
を
見
て
い
る
と
、
虫
を
追

い
払
う
た
め
に一日
中
尻
尾
を
振
っ
て
、
か

な
り
の
労
力
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

牛
舎
で
は
秒
速
３
メ
ー
ト
ル
の
風
が
流
れ

て
い
る
の
で
、
虫
が
牛
に
止
ま
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
牛
の
糞
尿
か
ら

発
生
す
る
有
害
な
物
質
や
臭
い
も
排
出

さ
れ
る
の
で
、
牛
に
と
っ
て
も
、
そ
こ
で

働
く
人
に
と
っ
て
も
快
適
な
環
境
と
な
る

の
で
す
。

馬
は
、
1
頭

ず
つ
の
個
別
飼

育
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
馬
房
の

裏
に
は
馬
同
士

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョン
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
パ

ド
ッ
ク
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ

れ
も
日
本
に
は

数
カ
所
し
か
な

い
非
常
に
珍
し

い
設
備
で
す
。

S
K
L
V
で
は
、
鶏
が
実
際
に
飼
育

さ
れ
て
い
る
様
子
を
学
生
に
見
て
も
ら
う

こ
と
が
、一
番
重
要
な
部
分
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
イ

ン
パ
ク
ト
が
非
常
に
大
き
く
、
養
鶏
を
さ

れ
て
い
る
農
家
で
は
感
染
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
た
め
に
外
部
の
人
間
の
立
ち
入
り
を

制
限
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
学
生
の
実

習
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
養
鶏
場
が
ほ
と

ん
ど
な
い
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
、
鶏
の
飼

育
現
場
を
知
ら
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
し
ま

う
学
生
た
ち
が
少
な
く
な
かっ
た
の
で
す
。

獣
医
学
部
の
学
生
た
ち
が
、
卒
業
後
、

犬
や
猫
な
ど
伴
侶
動
物
の
獣
医
師
、
あ

る
い
は
公
務
員
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

畜
産
動
物
獣
医
師
の
不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
畜
産
動
物
に

触
れ
る
機
会
が
な
け
れ
ば
、
職
業
と
し
て

の
選
択
肢
に
入
る
可
能
性
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
の

実
習
を
き
っ
か
け
に
、
家
畜
の
獣
医
療
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
産
業
動
物
獣
医

師
の
道
に
進
む
学
生
が
一
人
で
も
多
く

な
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
施
設
が
で

き
た
こ
と
に
よ
る
将
来
の
大
き
な
展
望
の

一つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鶏
エ
リ
ア
は
、
完
全
に
大
学
が
管
理

し
て
い
る
施
設
な
の
で
、
鶏
舎
そ
の
も
の

が
研
究
要
素
の
強
い
造
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
天
井
に
は
鶏
の
様
子
を
観
察
で
き

る
約
50
台
の
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
ま
し

た
。
そ
の
画
像
か
ら
鶏
の
体
重
や
活
動

量
を
１
羽
ず
つ
計
測
で
き
る
の
で
、
例
え

ば
感
染
症
に
よ
っ
て
鶏
の
動
き
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
活
動
量
の
変
化

を
瞬
時
に
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
世
界
的
に
も
類
を
見
な
い

設
備
で
す
。

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
関
し
て
も
、

ま
ず
は
、
鶏
が
ど
ん
な
と
き
に
快
適
さ

や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
の
か
の
デ
ー
タ
を

集
め
、
研
究
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フェ
ア
は
欧
州

で
生
ま
れ
た
概
念
な
の
で
、
日
本
の
生
産

体
制
に
適
し
た
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フェ
ア
の

形
を
今
ま
さ
に
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

最
中
で
す
。

特集 旧財部高等学校跡地を日本最大の畜産獣医学教育研究拠点に

末吉 益雄
特任教授

帆保 誠二
教授

伊藤 聡
特任助教

安藤 貴朗
特任教授

山下 紀幸
特任助教

興梠 和良
事務補佐員

畜
産
業
界
の
現
場
か
ら

頼
ら
れ
る
施
設
を
目
指
す

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
に

小澤 真
准教授

産
業
動
物
に
触
れ
る
こ
と
が
重
要

アニマルウェルフェア
（動物福祉）
国際獣疫事務局（WOAH）によって
「動物の生活と死に関わる環境と関
連する動物の身体的・心的状態」と
定義され、家畜動物の生活の権利と
して、「飢え、栄養不良および渇きか
らの自由」「恐怖や抑圧からの自由」
「身体的・温度の不快からの自由」
「痛み・傷害・病気からの自由」「正常
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特集 旧財部高等学校跡地を日本最大の畜産獣医学教育研究拠点に

施
設
の
全
体
図

S
K
L
V
で
は
、
曽
於
市
と
鹿
児
島
大
学

が
も
つ
資
源
や
機
能
な
ど
の
効
果
的
な
活
用

を
図
り
な
が
ら
相
互
に
連
携
・
協
力
し
、
畜

産
獣
医
学
分
野
の
拠
点
整
備
と
地
域
創
生
を

行
い
ま
す
。

レンタルオフィスカフェスペース講義室（双方向性遠隔講義システムを設置）
近くに財部温泉

宿泊ランドリーシャワー室 宿泊部屋

地域住民が利用できる会議室やカフェスペースを整備。レンタルオフィス
も５室用意し、畜産業に限らず、さまざまな職種の企業を募集する。

地方創生エリア男女それぞれ14部屋と、シャワー室、宿泊ランドリー、Wi-Fi環境を用意。
施設内の移動に便利な小型モビリティは10台貸し出し可能。

宿泊施設

次世代閉鎖型牛舎
黒毛和牛350頭規模を一貫飼育。出産か
ら出荷までのすべての工程での実習が可
能。温度や湿度をセンサーで管理し、動物
福祉に配慮した環境を創出。

産業動物モデル飼育エリア
（アニマルウェルフェア配慮型）

研究用鶏舎
ブロイラー5,000羽規模。約50台のカメ
ラを設置し、画像データから体重や活動
量を推計できる。鳥インフルエンザに配
慮し、冬季を除く３クール飼養。
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観光乗馬やホースセラピーに活用すると
ともに、サラブレッドの再調教や良質な乗
用馬の育成を行う。トレッキングエリアで
は、約１キロの乗馬散歩を楽しめる。

馬エリア

馬場

教育・
連携棟

研究棟

研究棟

クラブハウス

馬トレッキングコース

ポニーふれあい広場
屋内馬場

治療牛舎

鶏舎

肥育牛舎

肥育親子牛舎

堆肥舎

敷料庫

飼料庫
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鹿児島大学医学部保健学科 教授
［学位］博士（医学）鹿児島大学、2008年６月
［所属学協会］鹿児島県小児保健協会会長（2018年4月～
現在）、鹿児島県母性衛生学会、日本小児保健学会、日本
小児科学会、日本医学教育学会
［委員歴］鹿児島市こども家庭支援ネットワーク会議委員
長、鹿児島県HTLV-1対策協議会、鹿児島県死因究明等推
進協議会
［受賞歴］令和4年度鹿児島大学ベストティーチャー最優秀賞

根路銘 安仁（ねろめ・やすひと） 教授

う
使
い
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
、学
生
た
ち
は
住
居
費
、

食
費
、
通
信
費
な
ど
の
項
目
を
参
考
に
お
金
の
割

り
振
り
方
を
考
え
る
。
同
時
に
、「
手
取
り
24
万
円

は
、
多
い
か
少
な
い
か
」
に
つ
い
て
の
意
見
が
求
め

ら
れ
、「
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
二
人
暮
ら
し
で
あ
れ

ば
生
活
に
困
ら
な
い
と
思
う
が
、
子
育
て
世
帯
で
は

厳
し
い
の
で
は
」「
想
像
以
上
に
税
金
が
高
い
」
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
た
。

　
で
は
、
手
取
り
が
約
12
万
円
弱
の
相
対
的
貧
困

家
庭
で
は
、
ど
の
項
目
が
削
ら
れ
て
い
く
の
か
。
娯

楽
だ
け
で
は
な
い
。
衣
服
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
、

医
療
機
関
受
診
な
ど
の
支
出
に
つ
い
て
も
「
困
難
に

感
じ
る
」
比
率
が
高
く
、
進
学
率
へ
の
影
響
も
顕
著

に
表
れ
て
い
る
。「
貧
困
は
選
択
肢
を
奪
い
ま
す
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
人
の
自
由
と
将
来
を
奪
う
と
い
う

こ
と
で
す
」。
こ
の
問
題
は
対
岸
の
火
事
な
ど
で
は

な
く
、
鹿
児
島
市
で
は
14
・
６
％
、
７
人
に
１
人
が

相
対
的
貧
困
家
庭
の
子
で
あ
り
、
母
子
家
庭
に
限
っ

て
見
て
い
く
と
そ
の
６
割
が
相
対
的
貧
困
状
態
だ
。

さ
ら
に
、
国
際
比
較
で
見
て
い
く
と
、
日
本
で
は
諸

外
国
よ
り
も
子
ど
も
の
貧
困
率
が
高
い
と
い
う
現
状

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
人
は
自
分
が

置
か
れ
て
い
る
状
況
を
「
普
通
」
だ
と
認
識
す
る
た

め
、
本
人
も
貧
困
に
気
づ
い
て
い
な
い
場
合
が
多
い

と
い
う
。
親
か
ら
子
へ
と
連
鎖
す
る
貧
困
を
断
ち
切

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
だ
ろ
う
。

　幼
児
教
育
の
重
要
性

　
１
９
６
０
年
代
に
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
の
幼

稚
園
で
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
追
跡
調
査
が
続
い
て

い
る
「
ペ
リ
ー
・
プ
レ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
社
会
実
験
は
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
が
、
将
来
の
「
良
い
成
績
」「
よ
り
高

い
収
入
」
に
つ
な
が
り
、
人
生
を
よ
り
良
く
で
き

る
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
う
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を

も
と
に
、
日
本
で
は
２
０
１
９
年
に
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
こ
で

根
路
銘
先
生
は
、「
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
の
量
を
拡
充
す
る
際
、
保
育
士
な
ど
職
員

の
質
が
伴
わ
な
け
れ
ば
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
」
と
警
告
し
、
職
員
の
た
め
の

教
育
制
度
や
処
遇
改
善
の
必
要
性
を
説
く
。

大
学
で
学
ぶ
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
は
、
健
康

の
社
会
的
決
定
因
子
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
か
。
法
文
学
部
１
年
の
成
田
爽
花
さ
ん
は
、「
保

健
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
今
後
自
分
が
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
授
業
の
最
後
に
、
先
生

は
「
ど
う
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
病
院
に
い
る
の
?
」

と
い
う
問
い
か
ら
始
ま
る
寓
話
を
紹
介
し
、
子
ど

も
が
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
社
会
と
の
関
わ
り
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
。「
す
べ
て
の
学
問

は
、
人
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
」

教
養
基
礎
科
目
と
し
て
の
保
健
学
入
門
は
、
自
然

科
学
と
し
て
の
医
学
と
小
児
保
健
分
野
を
中
心

に
、
医
学
以
外
の
幅
広
い
学
問
が
人
々
の
健
康
に

い
か
に
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な

る
よ
う
な
講
義
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

理
解
力
、
情
報
収
集
力
、
課
題
の
提
案
力
、
論
理

的
記
述
力
を
習
得
す
る
た
め
に
、
遺
伝
・
感
染
症
・

成
育
（
子
ど
も
の
発
達
）
の
３
つ
の
分
野
を
取
り

上
げ
、
自
然
科
学
系
と
人
文
社
会
科
学
系
の
両
方

の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　医
学
と
は
異
な
る
方
法
で

　健
康
を
守
る
保
健
学

人
が
健
康
な
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
き
わ
め
て
広
範
で
包
括
的
な
領
域
の
知
識
や

協
力
が
必
要
と
な
る
。「
病
気
や
怪
我
を
し
た
と

き
、
医
療
機
関
を
受
診
す
れ
ば
治
療
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
医
学
で
は
解
決
で
き
な
い
健
康

も
あ
り
ま
す
」
と
根
路
銘
先
生
。
例
え
ば
、
鹿
児

島
に
は
鳥
刺
し
を
食
べ
る
文
化
が
あ
る
が
、
鹿
児

島
県
は
独
自
の
「
生
食
用
食
鳥
肉
の
衛
生
基
準
」

「
保
健
学
入
門
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
共
通
教
育
科
目

根
路
銘
安
仁
教
授

を
条
例
で
定
め
、
社
会
制
度
を
整
え
る
こ
と
で
食

中
毒
を
未
然
に
防
ぎ
、
県
民
の
健
康
を
守
る
と
と

も
に
、
食
文
化
も
守
っ
て
い
る
。「
専
門
外
の
講

座
な
の
で
最
初
は
難
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と

い
う
法
文
学
部
１
年
の
陶
山
尚
汰
さ
ん
だ
が
、
食

中
毒
な
ど
の
講
義
は
自
身
の
生
活
に
も
直
結
す
る

た
め
、
身
近
に
感
じ
た
と
話
す
。「
保
健
学
入
門
」

は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

人
文
社
会
科
学
系
の
知
識
が
人
々
の
健
康
に
ど
の

よ
う
に
寄
与
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
く
授
業
だ
。

　子
ど
も
の
成
育
発
達
に

　貧
困
は
ど
う
影
響
す
る
か

　
成
育
（
子
ど
も
の
発
達
）
分
野
の
「
貧
困
」
に
つ

い
て
の
講
義
で
は
、
子
ど
も
の
成
育
発
達
と
環
境

と
の
関
係
を
、
鹿
児
島
市
立
学
校
小
学
校
5
年
生
・

中
学
2
年
生
の
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た「
子

ど
も
の
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
考
察
す
る
。
授
業
冒
頭
、「
給
与
が
月
額
30
万

円
と
す
る
と
、
健
康
保
険
料
や
税
金
が
引
か
れ
て

手
取
り
は
約
24
万
円
。
皆
さ
ん
は
こ
の
お
金
を
ど

幅
広
い
学
問
で
健
康
を
支
え
る

学
び

屋
部部

誌
上
講
義
室
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成
績
」「
よ
り
高

い
収
入
」
に
つ
な
が
り
、
人
生
を
よ
り
良
く
で
き

る
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
う
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
を

も
と
に
、
日
本
で
は
２
０
１
９
年
に
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
こ
で

根
路
銘
先
生
は
、「
幼
稚
園
や
保
育
所
、
認
定
こ

ど
も
園
の
量
を
拡
充
す
る
際
、
保
育
士
な
ど
職
員

の
質
が
伴
わ
な
け
れ
ば
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
」
と
警
告
し
、
職
員
の
た
め
の

教
育
制
度
や
処
遇
改
善
の
必
要
性
を
説
く
。

大
学
で
学
ぶ
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
は
、
健
康

の
社
会
的
決
定
因
子
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
か
。
法
文
学
部
１
年
の
成
田
爽
花
さ
ん
は
、「
保

健
学
を
学
ぶ
こ
と
は
、
今
後
自
分
が
ど
の
よ
う
に

行
動
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
授
業
の
最
後
に
、
先
生

は
「
ど
う
し
て
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
病
院
に
い
る
の
?
」

と
い
う
問
い
か
ら
始
ま
る
寓
話
を
紹
介
し
、
子
ど

も
が
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
社
会
と
の
関
わ
り
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
。「
す
べ
て
の
学
問

は
、
人
の
幸
せ
の
た
め
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
」

教
養
基
礎
科
目
と
し
て
の
保
健
学
入
門
は
、
自
然

科
学
と
し
て
の
医
学
と
小
児
保
健
分
野
を
中
心

に
、
医
学
以
外
の
幅
広
い
学
問
が
人
々
の
健
康
に

い
か
に
貢
献
で
き
る
か
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
な

る
よ
う
な
講
義
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

理
解
力
、
情
報
収
集
力
、
課
題
の
提
案
力
、
論
理

的
記
述
力
を
習
得
す
る
た
め
に
、
遺
伝
・
感
染
症
・

成
育
（
子
ど
も
の
発
達
）
の
３
つ
の
分
野
を
取
り

上
げ
、
自
然
科
学
系
と
人
文
社
会
科
学
系
の
両
方

の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　医
学
と
は
異
な
る
方
法
で

　健
康
を
守
る
保
健
学

人
が
健
康
な
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
き
わ
め
て
広
範
で
包
括
的
な
領
域
の
知
識
や

協
力
が
必
要
と
な
る
。「
病
気
や
怪
我
を
し
た
と

き
、
医
療
機
関
を
受
診
す
れ
ば
治
療
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
医
学
で
は
解
決
で
き
な
い
健
康

も
あ
り
ま
す
」
と
根
路
銘
先
生
。
例
え
ば
、
鹿
児

島
に
は
鳥
刺
し
を
食
べ
る
文
化
が
あ
る
が
、
鹿
児

島
県
は
独
自
の
「
生
食
用
食
鳥
肉
の
衛
生
基
準
」

「
保
健
学
入
門
」／
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
共
通
教
育
科
目

根
路
銘
安
仁
教
授

を
条
例
で
定
め
、
社
会
制
度
を
整
え
る
こ
と
で
食

中
毒
を
未
然
に
防
ぎ
、
県
民
の
健
康
を
守
る
と
と

も
に
、
食
文
化
も
守
っ
て
い
る
。「
専
門
外
の
講

座
な
の
で
最
初
は
難
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
」
と

い
う
法
文
学
部
１
年
の
陶
山
尚
汰
さ
ん
だ
が
、
食

中
毒
な
ど
の
講
義
は
自
身
の
生
活
に
も
直
結
す
る

た
め
、
身
近
に
感
じ
た
と
話
す
。「
保
健
学
入
門
」

は
、
こ
の
よ
う
な
具
体
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

人
文
社
会
科
学
系
の
知
識
が
人
々
の
健
康
に
ど
の

よ
う
に
寄
与
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
く
授
業
だ
。

　子
ど
も
の
成
育
発
達
に

　貧
困
は
ど
う
影
響
す
る
か

　
成
育
（
子
ど
も
の
発
達
）
分
野
の
「
貧
困
」
に
つ

い
て
の
講
義
で
は
、
子
ど
も
の
成
育
発
達
と
環
境

と
の
関
係
を
、
鹿
児
島
市
立
学
校
小
学
校
5
年
生
・

中
学
2
年
生
の
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た「
子

ど
も
の
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

か
ら
考
察
す
る
。
授
業
冒
頭
、「
給
与
が
月
額
30
万

円
と
す
る
と
、
健
康
保
険
料
や
税
金
が
引
か
れ
て

手
取
り
は
約
24
万
円
。
皆
さ
ん
は
こ
の
お
金
を
ど

幅
広
い
学
問
で
健
康
を
支
え
る

学
び

屋
部部

誌
上
講
義
室
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名
で
は
新
字
旧
字
、
異
体
字
な
ど
の
表
記

の
バ
ラ
つ
き
や
、
同
姓
同
名
の
方
の
区
別

に
も
苦
慮
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
人
物

が
、
他
の
ど
の
資
料
で
調
べら
れ
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
記
載
し
て
い
ま
す
。
25

年
の
作
成
期
間
の
う
ち
半
分
は
そ
う
いっ

た
チェッ
ク
や
編
集
の
時
間
で
す
。そ
う
やっ

て
完
成
し
た
Ｄ
Ｂ
の
公
開
方
法
を
模
索
し

て
い
た
と
き
、
米
田
先
生
が
「
明
治
の
官

僚
Ｄ
Ｂ
で
す
か
。
そ
れ
な
ら
鹿
児
島
で
や

る
べ
き
だ
」
と
申
し
出
て
く
れ
た
ん
で
す
。

今
迄
の
よ
う
な
印
刷
物
に
よ
る
人
事
情

報
が
今
回
の
よ
う
に
Ｄ
Ｂ
に
な
る
こ
と
で
、

誰
が
、
いつ
、
何
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
か

の
調
査
は
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
ど
う
利
用
し
、
何
を
導
き
出
す
の

か
、
ま
た
Ｄ
Ｂ
自
体
も
、
ど
う
広
め
、
ど

う
保
存
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
も
、
日

本
史
学
会
の
中
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
１
月
に
公
開
配
信
と
な
っ
た
任
解

日
録
D
B
（
明
治
２
〜
７
年
）
は
、
今
後

さ
ら
に
拡
張
し
、明
治
17
年
ま
で
を
カ
バー

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よって
官
報
の
発

行
以
前
の
高
級
官
僚
の
人
事
異
動
情
報

が
、す
べ
て
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
今
後
数
十
年
に
亘
っ
て
、

研
究
者
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
作
り
だ

せ
る
の
で
は
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。

こ
の
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
は
現
在
、
二
つ

の
配
信
デ
ー
タ
ベー
ス
（
以
下
Ｄ
Ｂ
）
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。一つ
は
（
職
員
録

D
B
）
で
、
１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
か

ら
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
に
発
行
さ
れ

た
官
員
録
・
職
員
録
と
、「
帝
国
大
学
卒

業
者
」「
文
官
高
等
試
験
及
第
者
」「
判

事
検
事
登
用
試
験
及
第
者
」
を
含
め
た

３
万
８
4
０
０
人
余
り
の
情
報
を

E
x
c
e
l
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し

た
も
の
で
す
。

職
員
録
は
明
治
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
名
簿
で
す
が
、
当
時
は
人
名
索
引
が

付
い
て
い
な
い
た
め
、
特
定
の
人
物
に
つ
い

て
調
べた
い
研
究
者
に
とって
は
使
いづ
ら
い

と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

人
名
や
官
職
の
D
B
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に

紐
づ
く
情
報
を
簡
単
に
検
索
で
き
る
、
と

考
え
た
の
で
す
。

し
か
し
職
員
録
は
各
年
の
あ
る
日
付
の

名
簿
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
調
べ
てい
る
人

の
役
職
が
、
何
年
何
月
に
異
動
し
た
の
か

は
、
職
員
録
で
は
わ
か
ら
な
い
。
明
治
16

年
に
な
る
と
官
報
が
創
刊
さ
れ
る
の
で
、

人
事
異
動
の
日
付
が
調
べら
れ
ま
す
。

二
つ
目
の
（
任
解
日
録
D
B
）
は
、
こ

の
官
報
と
同
様
な
人
事
情
報
を
提
供
し
て

い
る
「
任
解
日
録
」
と
い
う
史
料
を
D
B

化
し
た
も
の
。
明
治
２
〜
７
年
と
い
う
短

い
期
間
で
す
が
、
制
度
改
正
も
人
事
異
動

も
激
し
い
の
に
、
人
事
史
料
は
少
な
い
時

期
で
す
。
官
報
レベル
の
情
報
と
な
れ
ば
、

今
後
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
史
料
で
す
。

し
か
も
、今
回
公
開
さ
れ
た
Ｄ
Ｂ
に
は
、

個
々
人
の
人
事
情
報
だ
け
で
な
く
、
検
索

し
た
い
日
付
を
入
力
す
れ
ば
、
そ
の
日
の

政
府
組
織
、
そ
こ
に
存
在
し
た
役
職
、
そ

の
役
職
に
そ
の
日
在
職
し
た
人
数
が一
覧

で
き
る
表
、
更
に
は
、
そ
の
日
在
職
し
た

人
物
と
は
誰
か
、
を
割
り
出
せ
る
職
員
名

簿
ま
で
作
成
で
き
る
と
い
う
、
D
B
な
ら

で
は
の
画
期
的
な
ツ
ー
ル
を
も
含
ま
れ
てい

ま
す
。DB

の
作
成
に
取
り
掛
かっ
た
の
は
25

年
ほ
ど
前
、
子
育
て
に
追
わ
れ
て
自
由
に

外
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
頃
で
し
た
。「
こ

れ
な
ら
自
宅
で
で
き
る
」
と
思
い
な
が
ら

始
め
た
の
が
最
初
で
す
。
子
供
が
寝
て
い

る
わ
ず
か
な
隙
に
デ
ー
タ
入
力
を
重
ね
て

い
く
と
自
分
の
やっ
た
こ
と
が
少
し
ず
つ
蓄

積
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
う
れ
し
く
て
続

け
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

作
成
し
た
D
B
は
、
当
初
か
ら
公
開
し

て
多
く
の
研
究
者
に
使
ってい
た
だ
く
こ
と

が
目
的
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

は
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
が
確
認
で
き
る

様
、
出
典
の
頁
数
な
ど
も
必
要
で
す
。
人

明治期の官僚・官職の検索データベースを作成。

個々人の職歴、官職経験者の検索が容易となるだけでなく、官僚全体
の数値的動向も割り出せる環境が整う。

データベースの配信、共用、保存の観点からの議論創出の方向に
も寄与したい。

〜
慶
応
４
年
か
ら
明
治
44
年
ま
で
の
奏
任
官
の
個
人
名
及
び
官
職
歴
の
情
報
を
検
索
可
〜

「
明
治
期
官
僚
・
官
職
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ブ（
國
岡
D
B
）」の
編
集
・
作
成

01

02

03

研究のポイント

司法政策教育研究センター
國岡啓子 特任講師

他
の
研
究
者
も

活
用
で
き
る
も
の
に

明
治
期
の
官
職
名
簿
を

Excel

フ
ァ
イ
ル
に
入
力

聖心女子大学大学院修士課程修了1990年、青山
学院大学大学院博士課程後期課程単位取得後退学
1994年、鹿児島大学司法政策教育研究センター客員

研究員2021年。近代日本官僚の人事情報を対象に公開方
法を研究。
■所属学会：日本史研究会
■研究分野：近代日本官僚史
一次史料として扱われる原本を加工しない状態で、誰でも多角的に利
用できるようなシステムで提供し、研究に寄与することを目指す。

「明治期官僚・官職データベースWeb版」
は、司法政策教育研究センターにて公開中
https://shokuinroku.ls.kagoshima-u.ac.jp

官職の氏名を収録する「職員録」。明治
26年発行のものには、内閣総理大臣伊藤
博文をはじめ、幕末志士の名が連なる

國岡　啓子（くにおか・けいこ） 特任講師
Pr��e

Me�a�

國岡先生のデータベースは、情報量はもちろん、
国内外の研究者などのプロユースに堪える内容と
信頼性を備え、先祖捜し、小説やドラマ、ゲームの

創作活動など、幅広い目的でご利用いただいていていま
す。このほか、司法政策教育研究センターでは、条例のデータベー
スや司法制度改革などの資料を発信しているほか、専門職を対象
とする各種セミナー、法曹志願者支援など、様々な
社会貢献の取組みを行っています。

鹿児島大学法文学部附属司法政策教育研究センター
米田　憲市（よねだ・けんいち） センター長／教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

明
治
初
期
政
府
の

全
体
像
を
焙
り
出
す

https://lawcenter.ls.kagoshima-u.ac.jp/
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名
で
は
新
字
旧
字
、
異
体
字
な
ど
の
表
記

の
バ
ラ
つ
き
や
、
同
姓
同
名
の
方
の
区
別

に
も
苦
慮
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
人
物

が
、
他
の
ど
の
資
料
で
調
べら
れ
る
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
記
載
し
て
い
ま
す
。
25

年
の
作
成
期
間
の
う
ち
半
分
は
そ
う
いっ

た
チェッ
ク
や
編
集
の
時
間
で
す
。そ
う
やっ

て
完
成
し
た
Ｄ
Ｂ
の
公
開
方
法
を
模
索
し

て
い
た
と
き
、
米
田
先
生
が
「
明
治
の
官

僚
Ｄ
Ｂ
で
す
か
。
そ
れ
な
ら
鹿
児
島
で
や

る
べ
き
だ
」
と
申
し
出
て
く
れ
た
ん
で
す
。

今
迄
の
よ
う
な
印
刷
物
に
よ
る
人
事
情

報
が
今
回
の
よ
う
に
Ｄ
Ｂ
に
な
る
こ
と
で
、

誰
が
、
いつ
、
何
の
役
職
に
つ
い
て
い
た
か

の
調
査
は
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
ど
う
利
用
し
、
何
を
導
き
出
す
の

か
、
ま
た
Ｄ
Ｂ
自
体
も
、
ど
う
広
め
、
ど

う
保
存
し
て
い
く
の
か
と
い
う
点
も
、
日

本
史
学
会
の
中
で
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
１
月
に
公
開
配
信
と
な
っ
た
任
解

日
録
D
B
（
明
治
２
〜
７
年
）
は
、
今
後

さ
ら
に
拡
張
し
、明
治
17
年
ま
で
を
カ
バー

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よって
官
報
の
発

行
以
前
の
高
級
官
僚
の
人
事
異
動
情
報

が
、す
べ
て
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
今
後
数
十
年
に
亘
っ
て
、

研
究
者
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
作
り
だ

せ
る
の
で
は
と
、
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

る
ん
で
す
よ
。

こ
の
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
は
現
在
、
二
つ

の
配
信
デ
ー
タ
ベー
ス
（
以
下
Ｄ
Ｂ
）
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。一つ
は
（
職
員
録

D
B
）
で
、
１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
か

ら
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
に
発
行
さ
れ

た
官
員
録
・
職
員
録
と
、「
帝
国
大
学
卒

業
者
」「
文
官
高
等
試
験
及
第
者
」「
判

事
検
事
登
用
試
験
及
第
者
」
を
含
め
た

３
万
８
4
０
０
人
余
り
の
情
報
を

E
x
c
e
l
形
式
の
フ
ァ
イ
ル
に
入
力
し

た
も
の
で
す
。

職
員
録
は
明
治
か
ら
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
名
簿
で
す
が
、
当
時
は
人
名
索
引
が

付
い
て
い
な
い
た
め
、
特
定
の
人
物
に
つ
い

て
調
べた
い
研
究
者
に
とって
は
使
いづ
ら
い

と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

人
名
や
官
職
の
D
B
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に

紐
づ
く
情
報
を
簡
単
に
検
索
で
き
る
、
と

考
え
た
の
で
す
。

し
か
し
職
員
録
は
各
年
の
あ
る
日
付
の

名
簿
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
調
べ
てい
る
人

の
役
職
が
、
何
年
何
月
に
異
動
し
た
の
か

は
、
職
員
録
で
は
わ
か
ら
な
い
。
明
治
16

年
に
な
る
と
官
報
が
創
刊
さ
れ
る
の
で
、

人
事
異
動
の
日
付
が
調
べら
れ
ま
す
。

二
つ
目
の
（
任
解
日
録
D
B
）
は
、
こ

の
官
報
と
同
様
な
人
事
情
報
を
提
供
し
て

い
る
「
任
解
日
録
」
と
い
う
史
料
を
D
B

化
し
た
も
の
。
明
治
２
〜
７
年
と
い
う
短

い
期
間
で
す
が
、
制
度
改
正
も
人
事
異
動

も
激
し
い
の
に
、
人
事
史
料
は
少
な
い
時

期
で
す
。
官
報
レベル
の
情
報
と
な
れ
ば
、

今
後
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
史
料
で
す
。

し
か
も
、今
回
公
開
さ
れ
た
Ｄ
Ｂ
に
は
、

個
々
人
の
人
事
情
報
だ
け
で
な
く
、
検
索

し
た
い
日
付
を
入
力
す
れ
ば
、
そ
の
日
の

政
府
組
織
、
そ
こ
に
存
在
し
た
役
職
、
そ

の
役
職
に
そ
の
日
在
職
し
た
人
数
が一
覧

で
き
る
表
、
更
に
は
、
そ
の
日
在
職
し
た

人
物
と
は
誰
か
、
を
割
り
出
せ
る
職
員
名

簿
ま
で
作
成
で
き
る
と
い
う
、
D
B
な
ら

で
は
の
画
期
的
な
ツ
ー
ル
を
も
含
ま
れ
てい

ま
す
。DB

の
作
成
に
取
り
掛
かっ
た
の
は
25

年
ほ
ど
前
、
子
育
て
に
追
わ
れ
て
自
由
に

外
に
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
頃
で
し
た
。「
こ

れ
な
ら
自
宅
で
で
き
る
」
と
思
い
な
が
ら

始
め
た
の
が
最
初
で
す
。
子
供
が
寝
て
い

る
わ
ず
か
な
隙
に
デ
ー
タ
入
力
を
重
ね
て

い
く
と
自
分
の
やっ
た
こ
と
が
少
し
ず
つ
蓄

積
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
う
れ
し
く
て
続

け
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

作
成
し
た
D
B
は
、
当
初
か
ら
公
開
し

て
多
く
の
研
究
者
に
使
ってい
た
だ
く
こ
と

が
目
的
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に

は
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
が
確
認
で
き
る

様
、
出
典
の
頁
数
な
ど
も
必
要
で
す
。
人

明治期の官僚・官職の検索データベースを作成。

個々人の職歴、官職経験者の検索が容易となるだけでなく、官僚全体
の数値的動向も割り出せる環境が整う。

データベースの配信、共用、保存の観点からの議論創出の方向に
も寄与したい。

〜
慶
応
４
年
か
ら
明
治
44
年
ま
で
の
奏
任
官
の
個
人
名
及
び
官
職
歴
の
情
報
を
検
索
可
〜

「
明
治
期
官
僚
・
官
職
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ブ（
國
岡
D
B
）」の
編
集
・
作
成

01

02

03

研究のポイント

司法政策教育研究センター
國岡啓子 特任講師

他
の
研
究
者
も

活
用
で
き
る
も
の
に

明
治
期
の
官
職
名
簿
を

Excel

フ
ァ
イ
ル
に
入
力

聖心女子大学大学院修士課程修了1990年、青山
学院大学大学院博士課程後期課程単位取得後退学
1994年、鹿児島大学司法政策教育研究センター客員

研究員2021年。近代日本官僚の人事情報を対象に公開方
法を研究。
■所属学会：日本史研究会
■研究分野：近代日本官僚史
一次史料として扱われる原本を加工しない状態で、誰でも多角的に利
用できるようなシステムで提供し、研究に寄与することを目指す。

「明治期官僚・官職データベースWeb版」
は、司法政策教育研究センターにて公開中
https://shokuinroku.ls.kagoshima-u.ac.jp

官職の氏名を収録する「職員録」。明治
26年発行のものには、内閣総理大臣伊藤
博文をはじめ、幕末志士の名が連なる

國岡　啓子（くにおか・けいこ） 特任講師
Pr��e

Me�a�

國岡先生のデータベースは、情報量はもちろん、
国内外の研究者などのプロユースに堪える内容と
信頼性を備え、先祖捜し、小説やドラマ、ゲームの

創作活動など、幅広い目的でご利用いただいていていま
す。このほか、司法政策教育研究センターでは、条例のデータベー
スや司法制度改革などの資料を発信しているほか、専門職を対象
とする各種セミナー、法曹志願者支援など、様々な
社会貢献の取組みを行っています。

鹿児島大学法文学部附属司法政策教育研究センター
米田　憲市（よねだ・けんいち） センター長／教授

共同研究者メッセージ

鹿大
の
研
究

明
治
初
期
政
府
の

全
体
像
を
焙
り
出
す

https://lawcenter.ls.kagoshima-u.ac.jp/
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れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
新
し
い
現
象
で

す
。
可
視
光
の
ど
の
色
で
も
動
く
も
の
の

色
に
よ
っ
て
動
き
が
変
わ
り
、
特
に
緑
色

で
大
き
く
動
き
ま
す
。
可
視
光
の
ど
の
色

の
光
で
も
動
く
た
め
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
ど
こ
か
で
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
私
が
行
っ
て
い
る
研
究
は
、

新
し
い
機
能
を
持
っ
た
材
料
を
合
成
し
、

そ
の
性
質
を
調
べ
、
適
し
た
場
所
で
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
例
え
ば
、
半
導
体

の
機
能
が
ア
ッ
プ
す
る
と
パ
ソ
コ
ン
の
処
理

速
度
が
向
上
し
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収

集
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
太
陽
電

池
に
つ
い
て
も
、
効
率
よ
く
安
全
に
電
気

を
作
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
材
料
が

必
要
で
す
。
私
の
専
門
は
電
子
工
学
で

す
か
ら
、
材
料
の
電
子
的
な
性
質
の
評

価
や
電
気
的
な
応
用
は
得
意
で
す
が
、

今
回
の
実
用
化
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
分

野
の
専
門
家
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
幸

い
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
窒
化
炭
素
薄
膜
の
光

駆
動
の
現
象
は
、
国
内
外
の
研
究
者
か

ら
興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

体
を
構
成
す
る
元
素
の一
部
で
も
あ
る
炭

素
と
窒
素
の
み
の
無
毒
な
材
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
の
分
野
で
も
応
用
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然
界
に
存
在
す
る
物
質
の
中
で
最

も
硬
い
も
の
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
す
が
、

理
論
的
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
も
硬
い
と

予
測
が
な
さ
れ
て
い
る
立
方
晶
窒
化
炭
素

（
β-C

₃N

₄）
と
い
う
幻
の
物
質
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
立
方
晶
窒
化
炭
素
を
合
成
し
よ

う
と
い
う
試
み
の
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が

「
ア
モ
ル
ファ
ス
窒
化
炭
素
薄
膜
」
で
す
。

と
も
に
炭
素
の
同
素
体
で
あ
る
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
と
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
（
黒
鉛
）
の
中

間
に
は
、
高
硬
度
で
切
削
工
技
や
剃
刀

の
刃
な
ど
に
使
わ
れ
る
ダ
イ
ヤ
モン
ド
ラ
イ

ク
カ
ー
ボ
ン
（
D
L
C
）
を
は
じ
め
と
す

る
多
様
な
無
機
炭
素
系
薄
膜
材
料
が
あ

り
ま
す
。
そ
の一つ
で
あ
る
ア
モ
ル
ファ
ス
窒

化
炭
素
薄
膜
は
、
不
規
則
な
原
子
配
列

の
た
め
残
念
な
が
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ほ
ど

硬
く
も
な
く
指
輪
に
使
え
る
大
き
さ
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
コ
ー
ティン
グ
材

と
し
て
使
え
る
の
で
、
絶
縁
体
の
ダ
イ
ヤ

モン
ド
、
金
属
並
に
電
気
を
通
す
グ
ラ
ファ

イ
ト
、
そ
の
中
間
の
半
導
体
的
性
質
を

持
つ
D
L
C
や
窒
化
炭
素
で「
オ
ー
ル
カ
ー

ボ
ン
の
太
陽
電
池
を
作
ろ
う
」
と
い
う
目

標
の
も
と
実
験
を
開
始
し
、
電
気
的
な

特
性
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
光
に
応
答

し
て
変
形
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

光
を
当
て
る
と
動
い
て
し
ま
う
物
質

は
、太
陽
電
池
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
た
だ
、

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
す
る
無
機
系
材
料
は
珍
し
く
、
現

在
、
動
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
進
め
る

と
と
も
に
、
太
陽
電
池
以
外
の
用
途
を

検
討
中
で
す
。

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
窒
化
炭
素
薄
膜
は
ス
パッ

タ
法
の
ほ
か
、
化
学
気
相
（
C
V
D
）

法
や
レ
ー
ザ
ー
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン
法
な
ど
で

も
作
る
こ
と
が
で
き
、
材
料
の
組
み
合

わ
せ
と
し
て
は
純
粋
な
炭
素
と
純
粋
な

窒
素
だ
け
と
い
う
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
作
製
方
法
に
よ
っ
て

異
な
る
性
質
を
示
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
状
態
は
原
子
の
並

び
が
結
晶
の
よ
う
に
綺
麗
に
決
ま
っ
て
は

い
な
い
た
め
、
作
る
条
件
を
変
え
る
と
物

性
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
た

く
さ
ん
実
験
を
し
て
、
よ
く
動
く
炭
素

と
窒
素
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
探
し

て
い
ま
す
。

物
体
に
吸
収
さ
れ
た
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
過
程

に
は
、
光
熱
変
換
に
よ
っ
て
生
じ
た
熱
に

よ
る
膨
張
・
収
縮
、
化
学
的
に
分
子
の

形
が
変
わ
る
光
異
性
化
、
光
起
電
力
効

果
に
よ
る
電
圧
で
生
じ
る
光
磁
歪
効
果

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
窒

化
炭
素
薄
膜
の
光
誘
起
変
形
は
そ
の
い
ず

新しい機能を持った材料の開発中に発見された、可視光のほぼ全域
の波長に応答し、光の on/off で制御可能な新しい光 - 力学的エネ
ルギー変換材料の一つ。

作製方法や条件により、硬度や電気抵抗率などの物性値が大きく変
化します。

グラファイトと窒素ガスのみを原料とした安全で比較的安価な材料
のため、さまざまな用途に応用可能と考え、連携して研究できる企
業や研究者を求めています。

〜
柔
軟
性・科
学
的
安
定
性
が
あ
る
炭
素
素
材
の
た
め
、無
電
源
で
遠
隔
操
作
が
可
能
〜

炭
素
系
薄
膜
を
用
い
た
光
駆
動
デ
バ
イ
ス
の
開
発

01

02

03

研究のポイント

特
性
を
活
か
し
た

用
途
の
可
能
性
を
検
討
中

可
視
光
を
照
射
す
る
と

形
状
が
変
わ
る
物
質
を
発
見

炭
素
と
窒
素
の
み
の

シ
ン
プ
ル
な
構
造

鹿大
の
研
究

大学院理工学研究科 電気電子工学プログラム
青野 祐美 教授

学生が作製した炭素でできた球状粒子の
走査型電子顕微鏡写真。ふわふわとした
綿毛のような形状をしており、直径は髪の
毛の太さの50分の1から100分の1程度

光を浴びて変形するアモルファス窒化炭素
薄膜。配線がなくても光が届けば動かせ
るところが魅力

2002年、岐阜大学大学院工学研究科博士後期課
程修了。2001年4月、防衛大学校電気情報学群機能
材料工学科助教。講師、准教授を経て、2018年12月よ

り鹿児島大学大学院理工学研究科工学専攻電気電子工学
プログラム教授。
■所属学会等：応用物理学会、ニューダイヤモンドフォーラム
■研究分野：半導体材料、機能性材料の探求。特に炭素を使ったアモ
ルファス薄膜やナノ粒子の創造とその電気的・光学的物性の評価。

青野　祐美 （あおの・まさみ） 教授
Pr��e

Me�a�

青野先生のテーマである炭素材料は、我々の身
の回りに普通にある一方、ノーベル賞が二つ

（C60とグラフェン）出ているなど、その奥深さは計
り知れません。その一端を青野先生との共同研究でのぞ

かせていただいております。10年ほど前に共同研究がスタートし、
いくつかの新たな事実を突き止めてきました。しかし、現時点に
おいて、アモルファスCNx膜がなぜ再現性良く光変形するのか？
という根本的疑問に答えを見いだせていません。元素同士の結合
によってはダイヤモンドともなる炭素原子の七変化の奥深さの理
解に少しでも近づけるよう、今後とも共同研究をよろしくお願い
したいと思います。

東北大学多元物質科学研究所
寺内　正己 （てらうち・まさみ） 教授

共同研究者メッセージ
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れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
新
し
い
現
象
で

す
。
可
視
光
の
ど
の
色
で
も
動
く
も
の
の

色
に
よ
っ
て
動
き
が
変
わ
り
、
特
に
緑
色

で
大
き
く
動
き
ま
す
。
可
視
光
の
ど
の
色

の
光
で
も
動
く
た
め
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
ど
こ
か
で
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
私
が
行
っ
て
い
る
研
究
は
、

新
し
い
機
能
を
持
っ
た
材
料
を
合
成
し
、

そ
の
性
質
を
調
べ
、
適
し
た
場
所
で
使
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
社
会
を
よ
り
よ
く
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
例
え
ば
、
半
導
体

の
機
能
が
ア
ッ
プ
す
る
と
パ
ソ
コ
ン
の
処
理

速
度
が
向
上
し
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収

集
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
太
陽
電

池
に
つ
い
て
も
、
効
率
よ
く
安
全
に
電
気

を
作
る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
材
料
が

必
要
で
す
。
私
の
専
門
は
電
子
工
学
で

す
か
ら
、
材
料
の
電
子
的
な
性
質
の
評

価
や
電
気
的
な
応
用
は
得
意
で
す
が
、

今
回
の
実
用
化
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
分

野
の
専
門
家
の
方
々
に
協
力
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
幸

い
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
窒
化
炭
素
薄
膜
の
光

駆
動
の
現
象
は
、
国
内
外
の
研
究
者
か

ら
興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

体
を
構
成
す
る
元
素
の一
部
で
も
あ
る
炭

素
と
窒
素
の
み
の
無
毒
な
材
料
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
の
分
野
で
も
応
用
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然
界
に
存
在
す
る
物
質
の
中
で
最

も
硬
い
も
の
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
す
が
、

理
論
的
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
も
硬
い
と

予
測
が
な
さ
れ
て
い
る
立
方
晶
窒
化
炭
素

（
β-C

₃N

₄）
と
い
う
幻
の
物
質
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
立
方
晶
窒
化
炭
素
を
合
成
し
よ

う
と
い
う
試
み
の
過
程
で
生
ま
れ
た
の
が

「
ア
モ
ル
ファ
ス
窒
化
炭
素
薄
膜
」
で
す
。

と
も
に
炭
素
の
同
素
体
で
あ
る
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
と
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
（
黒
鉛
）
の
中

間
に
は
、
高
硬
度
で
切
削
工
技
や
剃
刀

の
刃
な
ど
に
使
わ
れ
る
ダ
イ
ヤ
モン
ド
ラ
イ

ク
カ
ー
ボ
ン
（
D
L
C
）
を
は
じ
め
と
す

る
多
様
な
無
機
炭
素
系
薄
膜
材
料
が
あ

り
ま
す
。
そ
の一つ
で
あ
る
ア
モ
ル
ファ
ス
窒

化
炭
素
薄
膜
は
、
不
規
則
な
原
子
配
列

の
た
め
残
念
な
が
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ほ
ど

硬
く
も
な
く
指
輪
に
使
え
る
大
き
さ
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
コ
ー
ティン
グ
材

と
し
て
使
え
る
の
で
、
絶
縁
体
の
ダ
イ
ヤ

モン
ド
、
金
属
並
に
電
気
を
通
す
グ
ラ
ファ

イ
ト
、
そ
の
中
間
の
半
導
体
的
性
質
を

持
つ
D
L
C
や
窒
化
炭
素
で「
オ
ー
ル
カ
ー

ボ
ン
の
太
陽
電
池
を
作
ろ
う
」
と
い
う
目

標
の
も
と
実
験
を
開
始
し
、
電
気
的
な

特
性
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
光
に
応
答

し
て
変
形
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
す
。

光
を
当
て
る
と
動
い
て
し
ま
う
物
質

は
、太
陽
電
池
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
た
だ
、

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
す
る
無
機
系
材
料
は
珍
し
く
、
現

在
、
動
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
を
進
め
る

と
と
も
に
、
太
陽
電
池
以
外
の
用
途
を

検
討
中
で
す
。

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
窒
化
炭
素
薄
膜
は
ス
パッ

タ
法
の
ほ
か
、
化
学
気
相
（
C
V
D
）

法
や
レ
ー
ザ
ー
ア
ブ
レ
ー
シ
ョン
法
な
ど
で

も
作
る
こ
と
が
で
き
、
材
料
の
組
み
合

わ
せ
と
し
て
は
純
粋
な
炭
素
と
純
粋
な

窒
素
だ
け
と
い
う
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
作
製
方
法
に
よ
っ
て

異
な
る
性
質
を
示
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
状
態
は
原
子
の
並

び
が
結
晶
の
よ
う
に
綺
麗
に
決
ま
っ
て
は

い
な
い
た
め
、
作
る
条
件
を
変
え
る
と
物

性
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
た

く
さ
ん
実
験
を
し
て
、
よ
く
動
く
炭
素

と
窒
素
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
探
し

て
い
ま
す
。

物
体
に
吸
収
さ
れ
た
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
過
程

に
は
、
光
熱
変
換
に
よ
っ
て
生
じ
た
熱
に

よ
る
膨
張
・
収
縮
、
化
学
的
に
分
子
の

形
が
変
わ
る
光
異
性
化
、
光
起
電
力
効

果
に
よ
る
電
圧
で
生
じ
る
光
磁
歪
効
果

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
窒

化
炭
素
薄
膜
の
光
誘
起
変
形
は
そ
の
い
ず

新しい機能を持った材料の開発中に発見された、可視光のほぼ全域
の波長に応答し、光の on/off で制御可能な新しい光 - 力学的エネ
ルギー変換材料の一つ。

作製方法や条件により、硬度や電気抵抗率などの物性値が大きく変
化します。

グラファイトと窒素ガスのみを原料とした安全で比較的安価な材料
のため、さまざまな用途に応用可能と考え、連携して研究できる企
業や研究者を求めています。

〜
柔
軟
性・科
学
的
安
定
性
が
あ
る
炭
素
素
材
の
た
め
、無
電
源
で
遠
隔
操
作
が
可
能
〜

炭
素
系
薄
膜
を
用
い
た
光
駆
動
デ
バ
イ
ス
の
開
発

01

02

03

研究のポイント

特
性
を
活
か
し
た

用
途
の
可
能
性
を
検
討
中

可
視
光
を
照
射
す
る
と

形
状
が
変
わ
る
物
質
を
発
見

炭
素
と
窒
素
の
み
の

シ
ン
プ
ル
な
構
造

鹿大
の
研
究

大学院理工学研究科 電気電子工学プログラム
青野祐美 教授

学生が作製した炭素でできた球状粒子の
走査型電子顕微鏡写真。ふわふわとした
綿毛のような形状をしており、直径は髪の
毛の太さの50分の1から100分の1程度

光を浴びて変形するアモルファス窒化炭素
薄膜。配線がなくても光が届けば動かせ
るところが魅力

2002年、岐阜大学大学院工学研究科博士後期課
程修了。2001年4月、防衛大学校電気情報学群機能
材料工学科助教。講師、准教授を経て、2018年12月よ

り鹿児島大学大学院理工学研究科工学専攻電気電子工学
プログラム教授。
■所属学会等：応用物理学会、ニューダイヤモンドフォーラム
■研究分野：半導体材料、機能性材料の探求。特に炭素を使ったアモ
ルファス薄膜やナノ粒子の創造とその電気的・光学的物性の評価。

青野　祐美 （あおの・まさみ） 教授
Pr��e

Me�a�

青野先生のテーマである炭素材料は、我々の身
の回りに普通にある一方、ノーベル賞が二つ

（C60とグラフェン）出ているなど、その奥深さは計
り知れません。その一端を青野先生との共同研究でのぞ

かせていただいております。10年ほど前に共同研究がスタートし、
いくつかの新たな事実を突き止めてきました。しかし、現時点に
おいて、アモルファスCNx膜がなぜ再現性良く光変形するのか？
という根本的疑問に答えを見いだせていません。元素同士の結合
によってはダイヤモンドともなる炭素原子の七変化の奥深さの理
解に少しでも近づけるよう、今後とも共同研究をよろしくお願い
したいと思います。

東北大学多元物質科学研究所
寺内　正己 （てらうち・まさみ） 教授

共同研究者メッセージ
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島
大
輔
教
授
の
研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
に

魅
了
さ
れ
、
自
身
も
研
究
者
を
目
指
す
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
北
村
さ
ん
。「
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
、
研
究
内
容
を
話
す
先
生
の
姿
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
目
標
で
あ
り
、
心
の
支
え
で
も
あ

る
人
物
に
出
会
え
、
刺
激
的
な
大
学
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
研
究
・
指
導
ス
タ
イ
ル
は

中
島
先
生
か
ら
の
影
響
が
本
当
に
大
き
い
。
今
で
も

心
強
い
存
在
で
す
」。

　北
村
さ
ん
の
主
な
研
究
内
容
は
世
の
中
の
困
り
ご

と
を
発
見
し
、
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し
て

人
々
の
暮
ら
し
を
良
く
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ホ
ス

ピ
タ
ル
ア
ー
ト
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
「
空
色
ポ

ス
ト
」。
自
分
自
身
や
大
切
な
人
へ
あ
て
た
手
紙
を

色
と
り
ど
り
の
風
船
に
託
し
、
空
に
届
け
る
空
色
ポ

ス
ト
は
、
心
の
中
の
願
い
や
想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
前
向
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
実
績
は
ホ
ス

ピ
タ
ル
ア
ー
ト
の
ほ
か
、
行
動
促
進
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
楽
器
習
得
支
援
、
観
光
支
援
、

防
災
減
災
、
コ
ス
メ
ト
ロ
ジ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
ま
た
、「
間
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が

や
っ
て
み
よ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
学
生
の
や
る
気

と
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す
指
導
に
も
注
力
。「
積
極

的
な
学
び
の
姿
勢
に
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
大
学
初

年
次
教
育
」
に
向
け
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
心
理
的

安
全
性AW

A
RD
2023

最
高
位
のPlatinum

 
Ring

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　「鹿
児
島
は
、
上
を
目
指
す
人
た
ち
を
押
し
上
げ

よ
う
と
す
る
雰
囲
気
が
あ
る
。
特
に
、
鹿
児
島
大
学

は
〝
ど
ん
ど
ん
上
を
目
指
そ
う
、
活
躍
し
よ
う
。
あ

な
た
の
頑
張
り
は
全
力
で
応
援
す
る
か
ら
〞
と
い
う

風
土
が
根
づ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
積
極
的
に
学
ん
で
ほ

し
い
」
と
後
輩
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

北村 尊義

2009年鹿児島大学法文学部卒業。京都大学大学院エネ
ルギー科学研究科博士課程修了後、立命館大学情報理
工学部助手、助教を経て、香川大学創造工学部造形・
メディアデザインコースに准教授として着任。幅広い領域
から人の暮らしを良くする研究に取り組んでいる。

きた　むら　　 たか　よし

PROFILE

中

香川大学創造工学部 准教授

1

　散策がより楽しくな
るOnion watch。円環
の開いた部分は観光ス
ポットへの方角、色は
ジャンル、大きさは距離
を示す
　2022年初秋から香
川大学医学部附属病院
の中庭で開催されてい
る「空色ポストプロジェ
クト」

2

1

２

人生を決定づける恩師との出会い
「自分の進むべき道が見えた」

卒業生メッセージ

1竣工を記念しあいさつする佐野学長 3機能紹介パネルの展示も行われました2テープカットの様子

　鹿児島大学病院では、「21世紀に輝くヒューマントータル
ケア病院」を目指し、平成17年度から病院再開発計画に着
手してまいりました。
　このたび、令和2年3月より着工した外来診療棟・病棟
（A棟）が令和６年１月に竣工したことを記念して、３月９日
に竣工記念式典・祝賀会を挙行しました。
　同棟は、鉄骨鉄筋コンクリート造 免震構造の地下１階・地
上８階建てで、本院の敷地のほぼ中央に位置し、手術部の
ある中央診療棟や救急集中治療棟、病棟 （B棟・C棟）等と
の連携を図り、病院機能を強化する役割を担います。
　記念式典は、佐野輝学長のあいさつにより開会し、来賓
の方より祝辞を賜った後、坂本泰二病院長より再開発概要

の報告と謝辞がありました。続いて、テープカットが行われ、
出席者約120名が新棟の完成を祝いました。式典後には、
同棟の特色である重症ユニットHCU（高度治療室）や一般
内科・外科外来などの施設の見学がありました。
　祝賀会は、SHIROYAMA HOTEL kagoshima（城山ホテ
ル鹿児島）に会場を移して行われ、病院長あいさつ、来賓
祝辞の後、田頭吉一鹿児島大学財務・施設担当理事の乾杯
で始まり、和やかな雰囲気に包まれる中、佐野学長の謝辞
にて閉会となりました。
　鹿児島大学病院は、外来診療棟・病棟（A棟）竣工を新
たなスタートとし、次の50年へ向けて、使命と情熱を持って、
信頼され安心して受診いただける病院を目指してまいります。
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目
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す
人
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げ
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が
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。
特
に
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鹿
児
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〝
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の
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北村 尊義

2009年鹿児島大学法文学部卒業。京都大学大学院エネ
ルギー科学研究科博士課程修了後、立命館大学情報理
工学部助手、助教を経て、香川大学創造工学部造形・
メディアデザインコースに准教授として着任。幅広い領域
から人の暮らしを良くする研究に取り組んでいる。

きた　むら　　 たか　よし

PROFILE

中

香川大学創造工学部 准教授

1

　散策がより楽しくな
るOnion watch。円環
の開いた部分は観光ス
ポットへの方角、色は
ジャンル、大きさは距離
を示す
　2022年初秋から香
川大学医学部附属病院
の中庭で開催されてい
る「空色ポストプロジェ
クト」

2

1

２

人生を決定づける恩師との出会い
「自分の進むべき道が見えた」

卒業生メッセージ

1竣工を記念しあいさつする佐野学長 3機能紹介パネルの展示も行われました2テープカットの様子

　鹿児島大学病院では、「21世紀に輝くヒューマントータル
ケア病院」を目指し、平成17年度から病院再開発計画に着
手してまいりました。
　このたび、令和2年3月より着工した外来診療棟・病棟
（A棟）が令和６年１月に竣工したことを記念して、３月９日
に竣工記念式典・祝賀会を挙行しました。
　同棟は、鉄骨鉄筋コンクリート造 免震構造の地下１階・地
上８階建てで、本院の敷地のほぼ中央に位置し、手術部の
ある中央診療棟や救急集中治療棟、病棟 （B棟・C棟）等と
の連携を図り、病院機能を強化する役割を担います。
　記念式典は、佐野輝学長のあいさつにより開会し、来賓
の方より祝辞を賜った後、坂本泰二病院長より再開発概要

の報告と謝辞がありました。続いて、テープカットが行われ、
出席者約120名が新棟の完成を祝いました。式典後には、
同棟の特色である重症ユニットHCU（高度治療室）や一般
内科・外科外来などの施設の見学がありました。
　祝賀会は、SHIROYAMA HOTEL kagoshima（城山ホテ
ル鹿児島）に会場を移して行われ、病院長あいさつ、来賓
祝辞の後、田頭吉一鹿児島大学財務・施設担当理事の乾杯
で始まり、和やかな雰囲気に包まれる中、佐野学長の謝辞
にて閉会となりました。
　鹿児島大学病院は、外来診療棟・病棟（A棟）竣工を新
たなスタートとし、次の50年へ向けて、使命と情熱を持って、
信頼され安心して受診いただける病院を目指してまいります。
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　鹿児島大学名誉教授の会である樟寿会は、昨年11月25日（土）前田芳實新会長のもと、「第20回樟寿会総会・記念講演
会」を稲盛アカデミーにて開催し、会場36名、オンライン15名の会員が参加しました。新型コロナ禍のため自粛してきた「懇
親会」も、稲盛記念館内のヴェジマルシェ’19にて４年ぶりに実施することができました。
　「総会」の冒頭で、物故者9名の御霊に黙祷を捧げ、続いて令和４年度以前名誉教授授与者５名を含む新入会員16名の紹介
を行いました。会長あいさつの後、今年度4月新役員体制になってからの活動報告、令和４年度会計報告が承認されました。
　「記念講演会」は、農学部の侯德興（こうのりおき）教授に『「食と健康」～地域食材との出会いと取り組み～』の演題でお話
しいただきました。座長は、侯教授が連合農学研究科博士課程時代の主指導教員である前田会長にお願いしました。侯教授
は鹿児島産のさまざまな食材の食品機能性について、遺伝子細胞レベルから動物実験・ヒト介入試験に至る研究手法で明ら
かにされ、その成果を多くの国際誌に発表したり、商品開発にまで応用したりされてきました。まさに地方大学のミッションに
合致する素晴らしい講演内容でした。
　本会顧問でもある佐野輝学長のあいさつの中で、近年鹿児島大
学は研究分野も含め、さまざまな分野で評価順位を上げており、特
に日経新聞大学イメージ調査で「大学の取組み」全国１位、「就職
力」全国２位を達成したとの紹介がありました。佐野学長のガバナ
ンスのもとで着実に鹿児島大学が発展していると実感できました。
　「懇親会」には、佐野輝学長、橋本文雄理事、侯德興教授の招待
者３名と会員3２名が集いました。記念写真撮影の後、フルコースの
料理に舌鼓みを打ち、ワインや焼酎などを飲みながら親交を深め
ました。余興として、今年度は○×形式のクイズを工夫したりして、
笑顔と歓声のうちに４年ぶりの「懇親会」を堪能できました。　

【寄稿】「樟寿会便り」 ー樟寿会総会で４年ぶりに懇親会を実施ーReport

　2月16日、本学と九州電力株式会社（代表取締役執行役員 池辺和弘）、
サーキュラーパーク九州株式会社（代表取締役 春木優）及び薩摩川内市（市
長 田中良二）の4者は、薩摩川内市を中心に行う循環経済と脱炭素化の推
進による持続可能な社会の構築を目指す事業（サーキュラーエコノミー実証
事業）の実施に関して協定を締結しました。この協定は、4者がそれぞれ保有
する資源を活用し、連携協力して具体的な取組を推進することが目的です。
　協定締結に先立ち、本学南九州・南西諸島域イノベーションセンター藤枝
繁センター長より協定の概要について説明があり、協定書へ署名後、各機関
代表者より挨拶がありました。
　本協定に基づき、4者によるサーキュラーエコノミー実証事業を推進して
いくこととしております。

「薩摩川内市を中心としたサーキュラーエコノミー
実証事業の推進に向けた連携協定」を締結

　鹿児島大学では、10月30日、経営協議会学外委員（学外
有識者）並びに学長、役員等による学内視察を実施しました。
　この学内視察は、本年7月に実施した「経営協議会学外委
員と教育研究評議会評議員等との意見交換会」（経営協議会
と教育研究評議会との合同懇談会を実施し、学外有識者との
意見交換の機会を充実させることを目的に実施している会）
とは別に実施されたものです。
　今回は、鹿児島大学病院Ａ棟で建設中の施設の状況等を、
医学部・歯学部では冠橋補綴学の基礎実習及び臨床実習生向けのＶＲを用いた救急部の実習等を視察し、各説明者に対し
て多くの質問があがるなど、経営協議会学外委員に本学の状況をより理解いただく有意義な機会となりました。

経営協議会学外委員等による学内視察を実施Report

News
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鹿大｢進取の精神｣支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。
お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただきます。
ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。
今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【2023年1月から2023年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

令和6年3月
国立大学法人鹿児島大学

学長　佐野 輝
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KADAI
Report

News

　鹿児島大学名誉教授の会である樟寿会は、昨年11月25日（土）前田芳實新会長のもと、「第20回樟寿会総会・記念講演
会」を稲盛アカデミーにて開催し、会場36名、オンライン15名の会員が参加しました。新型コロナ禍のため自粛してきた「懇
親会」も、稲盛記念館内のヴェジマルシェ’19にて４年ぶりに実施することができました。
　「総会」の冒頭で、物故者9名の御霊に黙祷を捧げ、続いて令和４年度以前名誉教授授与者５名を含む新入会員16名の紹介
を行いました。会長あいさつの後、今年度4月新役員体制になってからの活動報告、令和４年度会計報告が承認されました。
　「記念講演会」は、農学部の侯德興（こうのりおき）教授に『「食と健康」～地域食材との出会いと取り組み～』の演題でお話
しいただきました。座長は、侯教授が連合農学研究科博士課程時代の主指導教員である前田会長にお願いしました。侯教授
は鹿児島産のさまざまな食材の食品機能性について、遺伝子細胞レベルから動物実験・ヒト介入試験に至る研究手法で明ら
かにされ、その成果を多くの国際誌に発表したり、商品開発にまで応用したりされてきました。まさに地方大学のミッションに
合致する素晴らしい講演内容でした。
　本会顧問でもある佐野輝学長のあいさつの中で、近年鹿児島大
学は研究分野も含め、さまざまな分野で評価順位を上げており、特
に日経新聞大学イメージ調査で「大学の取組み」全国１位、「就職
力」全国２位を達成したとの紹介がありました。佐野学長のガバナ
ンスのもとで着実に鹿児島大学が発展していると実感できました。
　「懇親会」には、佐野輝学長、橋本文雄理事、侯德興教授の招待
者３名と会員3２名が集いました。記念写真撮影の後、フルコースの
料理に舌鼓みを打ち、ワインや焼酎などを飲みながら親交を深め
ました。余興として、今年度は○×形式のクイズを工夫したりして、
笑顔と歓声のうちに４年ぶりの「懇親会」を堪能できました。　

【寄稿】「樟寿会便り」 ー樟寿会総会で４年ぶりに懇親会を実施ーReport

　2月16日、本学と九州電力株式会社（代表取締役執行役員 池辺和弘）、
サーキュラーパーク九州株式会社（代表取締役 春木優）及び薩摩川内市（市
長 田中良二）の4者は、薩摩川内市を中心に行う循環経済と脱炭素化の推
進による持続可能な社会の構築を目指す事業（サーキュラーエコノミー実証
事業）の実施に関して協定を締結しました。この協定は、4者がそれぞれ保有
する資源を活用し、連携協力して具体的な取組を推進することが目的です。
　協定締結に先立ち、本学南九州・南西諸島域イノベーションセンター藤枝
繁センター長より協定の概要について説明があり、協定書へ署名後、各機関
代表者より挨拶がありました。
　本協定に基づき、4者によるサーキュラーエコノミー実証事業を推進して
いくこととしております。

「薩摩川内市を中心としたサーキュラーエコノミー
実証事業の推進に向けた連携協定」を締結

　鹿児島大学では、10月30日、経営協議会学外委員（学外
有識者）並びに学長、役員等による学内視察を実施しました。
　この学内視察は、本年7月に実施した「経営協議会学外委
員と教育研究評議会評議員等との意見交換会」（経営協議会
と教育研究評議会との合同懇談会を実施し、学外有識者との
意見交換の機会を充実させることを目的に実施している会）
とは別に実施されたものです。
　今回は、鹿児島大学病院Ａ棟で建設中の施設の状況等を、
医学部・歯学部では冠橋補綴学の基礎実習及び臨床実習生向けのＶＲを用いた救急部の実習等を視察し、各説明者に対し
て多くの質問があがるなど、経営協議会学外委員に本学の状況をより理解いただく有意義な機会となりました。

経営協議会学外委員等による学内視察を実施Report

News
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鹿大｢進取の精神｣支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心より御礼申し上げます。
お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただきます。
ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。
今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

【2023年1月から2023年12月までの寄附者様】 （順不同・敬称略）

令和6年3月
国立大学法人鹿児島大学

学長　佐野 輝
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読者アンケートのご協力のお願いお願い

本誌に関する皆様からの率直なご意見・
ご感想についてお待ちしております。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿大「進取の精神」支援基金は、2015（平成27）年の一般資金創
設から、趣旨にご賛同いただいた多くの皆様方からご支援をいただ
き、現在では、修学支援事業基金や学部等支援基金*などの特定資
金を加え、本学の教育・研究活動充実のため、大切に活用させてい
ただいております。一般資金には、ご不要となりました本などの物品
をご提供いただき、その査定金額をご寄附いただくリサイクル募金も
ございます。皆様からのご支援をお待ちしております。

アンケートは右のQRコードから！

【お問い合わせ先】
鹿児島大学総務部総務課広報・渉外室基金・渉外係

TEL：099-285-3101
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ：
　　　https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/
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エコノミー実証事業の推進に向けた
連携協定」を締結　　　　　　　　　　 ほか
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鹿児島大学工学部４年　穴井 千愛 さん
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Growing! ～鹿大生の横顔～
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鹿児島大学工学部 ４年穴井 千愛

1操縦飛行体験プログラム「SKYCAMP」。鹿児島空
港に隣接するフライトトレーニングセンターで座学や
フライトシミュレーターによる操縦訓練、飛行体験を
受講しました　2互いに高め合える同士、良きライ
バルに出会えたSKYCAMPでの経験は一生の宝。航
空業界に興味がある人だけでなく、いろんな人にも
ぜひ参加してほしいです！ 3日本初導入のATR型
機フルフライトシミュレーター。JAC就航地の鹿児
島・奄美・喜界島などの空港モデルを搭載している
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社会インフラ（道路・橋梁・河川･農
業用施設など）の計画･測量･設計･
調査を通じ、持続可能な基盤構築に
貢献することをモットーに、地域社会
と協力し、強靭で安心して暮らせる
自然豊かな鹿児島のインフラ提供を
目指す企業です。

鹿児島大学の皆さんへ。夢への挑戦
は素晴らしい冒険です。困難に立ち
向かい、未来への信念を持って諦め
ずに進む姿勢は、素晴らしい未来を
築く力を秘めています。新しい鹿児
島を築く旅に、弊社の仲間と共に挑
戦しよう！  未来のリーダーたちよ！

貴社の業務やSDGsへの取り組み
などについて教えてください

本学の学生に向けて
応援メッセージをお願いします！

［パートナー企業紹介］

＊学部等支援基金：歯学部・鹿児島大学病院・練習船・医学部学科教育・
教育学部附属学校園・動物病院・工学部教育研究支援基金

鹿大生の横顔
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読者アンケートのご協力のお願いお願い

本誌に関する皆様からの率直なご意見・
ご感想についてお待ちしております。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願いお願い

　鹿大「進取の精神」支援基金は、2015（平成27）年の一般資金創
設から、趣旨にご賛同いただいた多くの皆様方からご支援をいただ
き、現在では、修学支援事業基金や学部等支援基金*などの特定資
金を加え、本学の教育・研究活動充実のため、大切に活用させてい
ただいております。一般資金には、ご不要となりました本などの物品
をご提供いただき、その査定金額をご寄附いただくリサイクル募金も
ございます。皆様からのご支援をお待ちしております。

アンケートは右のQRコードから！

【お問い合わせ先】
鹿児島大学総務部総務課広報・渉外室基金・渉外係

TEL：099-285-3101
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ：
　　　https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/
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旧財部高等学校跡地を
日本最大の畜産獣医学教育研究拠点に

鹿大ジャーナルWEB
https://kadai-koho.com/

●編集・発行／鹿児島大学広報センター
〒890-8580 鹿児島市郡元一丁目 21番 24号
TEL: 099-285-7035　FAX: 099-285-3854
E-mail: sbunsho@kuas.kagoshima-u.ac.jp

2024年３月発行

郡元キャンパスの中心部に位置する「ふれあい通り」。卒業式の後の進取の気風広場は、
たくさんの晴れ着姿の学生でにぎわい、期待と不安を胸にこれからの活躍を誓い合う姿が
見られます。

表紙イラスト はらぐちあつこ（イラストレーター）
　鹿児島大学法文学部法政策学科卒。電力会社勤務を経て、桑沢デザ
イン研究所ビジュアルデザイン科修了。東京のデザインコンサルティング会社でVI・CIデザイ
ン制作業務の他、歴史絵本制作にも携わる。2015年より峰岸達氏に師事。2020年より福岡市
に移住し、フリーランスのイラストレーターとして活動中。

今号の表紙「ふれあい通り」

Instagramでも情報発信中！
kagoshima_univ.koho

＊本誌デザイン基本色には、鹿児島大学が開発した
「かごんまの色®」を使用しています。

　
バ
タ
フ
ラ
イ
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
は

5
0
〜
２
０
０
m
ま
で
、
ク
ロ
ー
ル
は

5
0
〜
１
５
０
０
m
ま
で
の
距
離
を
泳

ぎ
、
タ
イ
ム
を
競
う
競
技
で
す
。

　
普
段
の
練
習
で
、
レ
ー
ス
に
向
け
て

ス
ピ
ー
ド
や
持
久
力
を
高
め
る
努
力
を

し
た
こ
と
や
逆
に
怠
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
精
神
状
態
ま
で
も
が
、
レ
ー
ス
本
番

で
１
０
０
分
の
１
秒
ま
で
タ
イ
ム
と
し

て
表
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
週
に
５
回
練
習
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
１
回
は
陸
上
で
、
４
回
は
水
中
で

行
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
で
は
泳
ぐ
の
に

必
要
な
筋
肉
を
鍛
え
、
水
中
で
は
ス

ピ
ー
ド
や
持
久
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

部 員 数：20名［男12名・女8名］

活動場所：鹿児島大学プール・鴨池公園水泳プール

活動日時：18：00～20：00［月 火 木 金］
9：00～11：00［土］

DATA ※2023年10/7 時点

SNS & CONTACT

お問合せ・入部希望等はこちらから
Instagram　鹿児島大学水泳部

Q
水
泳
競
技
と
は
？

Q
水
泳
部
の
魅
力
は
？

Q
活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

水泳部を動
画でご紹介

!!

水泳部
一

　泳

　専

　心

atsuhara87

Instagram


